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令和元年第３回鹿追町議会定例会会議録 
 

１ 議事日程第 １号 

日時 令和元年 ９月 ５日（木曜日） 午前１０時００分 開 議 

  場所 鹿追町議会議場 

日程 １         会議録署名議員の指名 

日程 ２         会期の決定について 

日程 ３         諸般の報告 

日程 ４         行政報告 

日程 ５ 議案第 ４９号 鹿追町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改

正する条例の制定について    

日程 ６ 議案第 ５０号 鹿追町町税条例等の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程 ７ 議案第 ５１号 鹿追町立地域保育所条例の一部を改正する条例の制

定について 

日程 ８ 議案第 ５２号 鹿追町立認定こども園条例の一部を改正する条例の

制定について 

日程 ９ 議案第 ５３号 鹿追町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程１０ 議案第 ５４号 鹿追町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の制定について 

日程１１ 議案第 ５５号 鹿追町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例

の制定について 

日程１２ 議案第 ５６号 令和元年度鹿追町一般会計補正予算（第３号）につ

いて 

日程１３ 議案第 ５７号 令和元年度鹿追町国民健康保険特別会計補正予算 

（第２号）について  

日程１４ 議案第 ５８号 令和元年度鹿追町国民健康保険病院事業会計補正予

算（第１号）について 
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日程１５ 議案第 ５９号 令和元年度鹿追町簡易水道特別会計補正予算（第１

号）について 

日程１６ 議案第 ６０号 令和元年度鹿追町下水道特別会計補正予算（第２号）

について 
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について 
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いて 
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歳出決算認定について 
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 農業委員会会長   菊 池 輝 夫 

代 表 監 査 委 員   野 村 英 雄 

 

６ 町長の委任を受けて説明のため出席したもの 
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  総 務 課 主 幹  葛 西 浩 二 
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    総務課総務係長  土 田 佳 幸 

  企画財政課長補佐    武 者 正 人 

 

７ 教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席したもの 

  学 校 教 育 課 長  宇 井 直 樹 

  社 会 教 育 課 長  浅 野 悦 伸 
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８ 農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席したもの 

  事 務 局 長  檜 山 敏 行 

 

９ 議会事務局職員出席者 

  事 務 局 長  坂 井 克 巳 

  書      記  高 瀬 俊 一 
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令和元年９月５日（木曜日）午前１０時００分 開議 

○議長（吉田稔） 

 ただ今から令和元年第３回鹿追町議会定例会を開催をします。  

 これから本日の会議を開きます。ここで報告いたします。大井和行教育長から本日の会

議を欠席する旨の届け出がありました。以上で報告を終わります。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

     日程１      会議録署名議員の指名 

○議長（吉田稔） 

 日程１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第１２５条の

規定により７番、川染洋議員、８番、狩野正雄議員を指名します。 

     日程２      会期の決定について 

○議長（吉田稔） 

 日程２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から９月１８日までの１４日間としたいと思い

ます。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 ご異議なしと認めます。会期は、本日から９月１８日までの１４日間と決定をしました。 

     日程３      諸般の報告 

○議長（吉田稔） 

 日程３、諸般の報告を行います。議長としての報告事項は、お手元に配布のとおりであ

ります。内容をご覧の上、ご了承願います。監査委員から５月分、６月分、７月分の出納

検査報告書が提出されました。また、平成３０年度鹿追町各会計決算審査に係る意見書が

提出をされました。町長から平成３０年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について

の報告書が提出をされました。教育委員会教育長から平成３０年度教育委員会の施策、事

業の評価調書が提出されました。それぞれの写しをお手元に配布しておりますのでご参照

ください。これで諸般の報告を終わります。 

 日程４      行政報告 

○議長（吉田稔） 

 日程４、行政報告を行います。喜井知己町長。 
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○町長（喜井知己） 

 令和元年第３回鹿追町議会定例会が開催されるにあたり、行政の諸般についてご報告申

し上げます。まず８月１０日には、なついろブランチ、桃とパンケーキフェス２０１９と

題しまして、道の駅しかおい前特設会場で開催をいたしました。多くの町民、それから観

光客等含めて約５００人ほどの来場をいただいております。これについては、国内地域間

交流事業として福島県国見町の来町も併せて実施をしたところであります。当日はあいに

くの雨でしたけれども販売前から多くの方が列を作って国見町が用意した桃や鹿追産の材

料で作ったパンケーキ、３７０セット用意したんですけれども、全てが売り切れたところ

であります。来年以降の実施についてもまたよく検討してまいりたいというふうに思って

います。８月の２１日には、東京都江戸川区のほうでバイオマス産業都市推進協議会の第

２回の総会が開催され出席をしてまいりました。この協議会についきましては、２０１４

年度にできたものでありまして、バイオマス産業都市選定地域で構成されるバイオマス産

業都市連絡協議会として発足をしております。昨年の１０月にバイオマス関係の企業団体

等も参画できるように規約を改正をして新たなスタートを切ったものであります。現在の

会員は、正会員８３、賛助会員２３、オブザーバー１５の計１２１ということになってま

して、この協議会の会長は北海道の興部町の硲町長が会長を務めております。事務局につ

いては、都内にあります一般社団法人日本有機資源協会、通称ＪＯＲＡと呼ばれています

けれども、ここが事務局を担っています。本町も十勝でバイオマス産業都市の認定を受け

ておりますので、これらの協議会の会員となっております。昨年までは、農水省の補助事

業なんかもあってこの会の運営をしていたんですけれも、今年度、２０１９年度からは会

員さんから会費を徴収して事業を運営していくということであります。バイオマス産業都

市ということですので家畜ふん尿はもちろん木質、さまざまな分野の団体等も関係をして

おります。もう１つのバイオガス事業推進協議会、これについては前田町長が会長を務

めている組織でありますけれども、この組織とのかかわり等もいろいろございます。後ほ

どバイオガス事業推進協議会の総会の関係のお話もさせていただきますので、これについ

ては後ほどお話をいたします。総会では２０１８年度の決算、先ほど申し上げたとおり会

費徴収等はなく、国の補助事業ということで運営をされたということで報告がされていま

す。来賓としては、農水省の輸出促進審議官の池山氏等々のご来賓もご来場いただきまし

て、総会のあと分科会、これは木質バイオマスとそれからバイオガスに分かれて分科会、

意見交換会が行われたところであります。全国ということですのでいろいろ各都道府県で
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系統連系等の事情も異なりますけれども、それぞれの地域の抱えている課題について意見

交換会が行われたところであります。次に８月２２日には、令和元年度北海道自衛隊駐屯

地等連絡協議会の中央要望が東京都内で行われまして、私も自連協の役員の１人として参

加をさせていただきました。ご存じのようにこの会の会長は、千歳の山口市長さんが務め

られておりまして、役員総勢２７名で要望活動を行いました。要望先としては自民党本部

を訪ねまして、まず幹事長代行の萩生田光一さま、それからその後北海道ブロック両院議

員会ということで長谷川岳参議院議員、それから衆議院議員の和田義明さん、武部新さん、

船橋利実さん等々の会議で要望事項をしたところです。その後、午後から防衛省のほう訪

問いたしまして高橋事務次官、それから異動されましたけれども幕僚副長の小野塚さん、

それから政務官の鈴木貴子先生等々との面会をしております。内容といたしましては大き

く２点ありまして、北海道の自衛隊体制強化を求める要望、それから自衛隊等地域コミュ

ニティの連携に関する要望ということで、道内、自衛隊が抱えている課題についてそれぞ

れ要望をしてきたところであります。特に自衛隊の任務がいろいろ多様化しているという

こともあります。定数はあるんですけれども、定数もそうなんですけれどもそれに対する

充足率を向上してほしいということ、それから自衛官の処遇改善、あと退職自衛官の登用

に係る財政措置の関係、あと自衛隊官舎の無料化の関係については、現在２キロ以内とい

うところまで拡大をされていますけれども、これについて距離にかかわらず有事に備える

体制ということで、これを今、申し上げたとおり距離にかかわらず無料化にしてほしいと

いうお願いもしております。このことが自衛官の方が地元になかなか住んでいただけない

要因の１つにもなっているということもあって、これお願いをしております。あと自衛隊

における各種契約の関係でありますけれども、どうしても大手のほうに一括発注というこ

とがどうしても多くなるという実態もありまして、できるだけ地元企業を活用していただ

けるようにこのへんのお願いもしてきたところであります。８月２５日には、第２７回の

馬耕忌ということで町民ホールで開かれました。皆さんご存じのように今年の４月から放

送されている「なつぞら」、神田日勝をモチーフとした山田天陽役を演じた吉沢亮さん、そ

れから脚本家の大森寿美男さん、それからＮＨＫチーフプロデューサーの磯さんを交え、

小林館長が司会者となってトークショーが開かれたところであります。全国から多くのフ

ァンの方の応募があってその中から６００人ということで開かれて大変好評なうちに終了

をしたところであります。「なつぞら」も佳境を迎えて、今月で放送が終わるということで、

ちょっと寂しい感じもいたしますけれども、この後も日勝館、一生懸命ＰＲをしていきた
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いというふうに思っております。８月の２６日には、札幌鹿追会と鹿追老人クラブ連合会

とのふるさと交流会が札幌市のほうで開かれております。札幌鹿追会のほうからは寺島会

長さん他１５名、鹿追からは老人クラブ連合会の佐藤章一会長さんほか６名、あと地域間

交流協議会のほうから吉田議長さんほか、こちらからは総勢１６名で訪問をしたところで

あります。札幌市の赤レンガテラスのほうで昼食を交えた懇親会ということで行いました。

久しぶりの再会があったり、あと初めて会う方もいて昔の鹿追での出来事や近況、それか

ら鹿追にちなんだクイズ等で大いに盛り上がったところであります。最後は参加者全員で

写真を撮り、再会を誓ったところであります。９月２日には北十勝４町の町長・議長意見

交換会が音更町役場、音更の役場、今、改築というかしていますけれども、それの増築棟

と呼ばれる２階の応接室で開催をされました。これ毎年開かれているものであります。４

町の町長・議長が十勝総合振興局の三井局長さん、鳥井地域創生部長さんが参加をされま

した。今回の主なテーマは、「道の駅」ということで、士幌町さんについては皆さんご存じ

のように、２つの道の駅を鹿追と同じように２つの道の駅を持っておられます。音更町、

それから上士幌町さんについては今、新しい道の駅を建設、音更町さんについては着工は

これからかと思いますけれども、上士幌町さんについては既に着工をしているところであ

ります。道の駅については休憩、情報発信、地域連携のほか災害時の被災者支援等の防災

機能、観光情報の発信等、今となっては地域活性化の拠点として欠かすことにできない役

割を果たしているところであります。本町の道の駅についても今後どのような方向性が必

要なのか十分検討していかなければならないというふうに思っております。次に９月３日

には、然別演習場の新しいしょう舎の完成セレモニーが行われました。私は別の会議と重

なって行けなかったんですけれども、町からは副町長、それから吉田議長さん、基地対策

委員さん、それから自衛隊協力会の野村副会長さん等々がセレモニーに参加をしておりま

す。約１４億円の経費をかけて新しいしょう舎ができて、大変素晴らしい施設だというふ

うに伺っています。総務省の補助ということで特に女性隊員にも優しい施設という形式で、

収容可能人員についても５００名ということというふうに聞いています。しょう舎につい

てはどちらかというと地元の隊員さんよりも他からいろいろ訓練等で使用していただくの

が、主流になるかと思いますけれども、こういった施設整備がされることによって鹿追の

駐屯地、それからしょう舎、演習場等々が活発に利用され、していただけることが大変重

要ではないかというふうに思っています。毎年来る空挺団の人数も十分収容ができるとい

うことで今後の活用が期待をされるところであります。同じく９月３日ですけれども、札
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幌市のほうでバイオガス事業推進協議会の第１８回の総会と併せて、バイオガス事業経営

研究会が北大の学術交流会館で開かれました。このバイオガス事業推進協議会については

全国組織で毎年東京で開かれているんですけれども、今回初めて北海道で開催をされたと

いうふうに聞いております。この会について皆さんご存じのように前町長の田弘志さん

が会長を務めております。今回は総会、それから経営研究会ということで、この組織も先

ほどお話ししたバイオマス産業都市の推進協議会と似たような形で自治体それから法人特

別会員等々でやはりこちらも１２０ほどの会員を抱えている大きな組織であります。今回

の総会までは前田町長が会長を務めておりまして、総会において今回退任ということに

なりました。この会長職については、私が引き継ぐことという形になっております。この

会については先ほどお話したバイオマス産業都市との連携というのが大変重要になるとい

うことで、これからこのバイオガス事業推進協議会がバイオマス産業都市の推進協議会と

合流する方向ということで役員会、それから総会等々でも意思確認がされておりますので、

時期については直ぐということなのか、ちょっとそのへんはまだいろいろな調整事項があ

りますので、それまでの期間、会長を務めさせていただくということになりましたのでよ

ろしくお願いをしたいと思います。この経営研究会のほうにはですね農水省のほうから、

バイオマス循環資源課の片貝課長さん、それから環境省から環境計画課の川又課長さん

等々がお見えになって、基調講演をしていただきまして、その後、北大の名誉教授の松田

先生を迎えてパネルディスカッションをしております。この中で事例発表ということで本

町の城石主幹が環境保全センターの取り組み、それからお隣の士幌町、それから上士幌町

からそれぞれバイオガス事業の取り組みを報告したところであります。以上、申し上げま

して行政報告といたします。ありがとうございました。 

○議長（吉田稔）  

 これで、行政報告を終わります。 

 日程５ 議案第４９号 鹿追町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正 

する条例の制定について 

○議長（吉田稔） 

日程５、議案第４９号、鹿追町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。本案について、提案理由の説明を求めます。松本新

吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 
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 議案第４９号は、鹿追町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてであります。提案理由を申し上げます。住民基本台帳法施行令等の一部を改正す

る政令が公布され、令和元年１１月５日から施行されますことから関係する条例の一部を

改正するものであります。内容についてご説明いたします。鹿追町印鑑の登録及び証明に

関する条例の一部を次のように改正するといたしまして、第２条は、登録資格の規定であ

り条文の整理となるものであります。第１１条は、登録できない印鑑の規定であり、第１

号及び第２号を改め、第２項を加えるもので、旧氏の記載を可能とし、外国人住民で非漢

字圏の外国人の印鑑登録について規定をするものであります。次に、附則第１項は、施行

期日の規定であり、令和元年１１月５日から施行するもので、第２項は、経過措置につい

ての規定であります。以上、鹿追町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条

例の制定について内容をご説明申し上げました。ご審議の上、議決を賜りますようよろし

くお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより議案第４９号を採決します。この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

日程６ 議案第５０号 鹿追町町税条例等の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議長（吉田稔） 

 日程６、議案第５０号、鹿追町町税条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題
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とします。本案について提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第５０号は、鹿追町町税条例等の一部を改正する条例の制定についてであります。

提案理由を申し上げます。地方税法等の一部を改正する法律および政省令が交付され、順

次交付されますことから関係する町税条例等の一部を改正するものであります。改正の内

容につきましては、個人町民税関係、軽自動車関係、地方税の電子化関係、併せて条文の

整理となるものであります。内容についてご説明いたします。この条例は、４条立てにな

っておりまして、第１条、鹿追町町税条例の一部を次のように改正するといたしまして、

第３４条の７は、寄附金額寄附金税額控除、第３６条には、町民税の申告の規定であり条

文の整理となるものであります。第３６条の３の２は、個人の町民税に関する給与所得者

の扶養親族等申告書の規定、第３６条の３の３は、個人の町民税に係る公的年金等受給者

の扶養親族等申告書の規定であり、それぞれ単身児童扶養者の扶養親族申告書の記載事項

を追加するものであります。次に４ページ、第３６条の４は、町民税に係る不申告に関す

る過料の規定であり条文の整理となるものであります。附則第１５条の２の２は、軽自動

車税の環境性能割の賦課徴収の特例の規定であり、新たに第２項から第４項を加えるもの

であります。附則第１５条の２は、軽自動車税の環境性能割の非課税の規定であり、臨時

的軽減の規定を新設するものであります。次に５ページ、附則第１５条の３、附則第１５

条３の２は、軽自動車税の環境性能割の非課税及び減免の特例についての規定であり、当

分の間、町に代わって北海道が賦課徴収等を行うことから道の規定によるものとするもの

であります。附則第１５条の６は、軽自動車の環境性能割の税率の特例であり、環境性能

割の税率を２％から１％に軽減するものであります。附則第１６条は、軽自動車税の種別

割の税率の特例の規定であり、第２項から第 4 項加えまして、車両番号の指定から１４年

を経過した重課の規定と令和元年、２年度中に指定を受けた車両の令和２年、３年度分の

軽課を規定するものであります。６ページ、附則第１６条の２は、軽自動車税の種別割の

賦課徴収の特例の規定であり、種別割に改めるものであります。次に７ページ、第２条、

鹿追町町税条例の一部を次のように改めるといたしまして、第２４条は、個人の町民税の

非課税の範囲の規定であり、単身児童扶養者を非課税の範囲に加えるものであります。附

則第１６条は、軽自動車税の種別割の税率の特例の規定であり、第５項を加え、令和３年、

４年度中に指定を受けた車両の令和４年、５年分の軽課を規定するものであります。附則

第１６条の２は、軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例の規定であり、条文の整理となる
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ものであります。次に第３条、鹿追町町税条例等の一部を改正する条例、これは平成２８

年、条例第３１号でありまして、これの一部を次のように改めるといたしまして、付則第

１５条の６は、軽自動車税の環境性能割の税率の特例、附則第１６条は、軽自動車税の種

別割の税率の特例の規定であり、それぞれ条文の整理となるものであります。次に第４条、

鹿追町町税条例等の一部を改正する条例、これは平成３０年、条例第２８号の一部を次の

ように改めるといたしまして、第４８条は、法人税の町民税の申告納付の規定であり、条

文の整理と併せまして、第１３項から第１７項を加えるもので、電子情報処理組織を使用

することが困難な場合を規定するものであります。次に８ページ、附則第１条は、施行期

日の規定であり、この条例は、令和元年１０月１日から施行するもので、第１号から第４

号に規定するものは、それぞれ記載の日から施行するものとするものであります。附則第

２条から第５条までは、それぞれ経過措置を規定するものであります。以上、鹿追町町税

条例等の一部を改正する条例の内容をご説明申し上げました。ご審議の上、議決を賜りま

すようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５０号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

日程７ 議案第５１号 鹿追町立地域保育所条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程８ 議案第５２号 鹿追町立認定こども園条例の一部を改正する条例の制

定について 
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○議長（吉田稔） 

日程７、議案第５１号、鹿追町立地域保育所条例の一部を改正する条例の制定について、

日程８、議案第５２号、鹿追町立認定こども園条例の一部を改正する条例の制定について、 

以上２件については、関連がありますので、一括して提案説明と質疑、討論を行い、議案

ごとに採決を行いたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。本案について提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

議案第５１号、鹿追町立地域保育所条例の一部を改正する条例の制定について、議案第

５２号、鹿追町立認定こども園条例の一部を改正する条例の制定につきまして、関連があ

りますので一括して説明させていただきます。提案理由を申し上げます。幼児教育の負担

軽減を図ることを目的に保育料を無償とした子ども・子育て支援法の一部を改正する法律

及び政省令が、令和元年１０月１日から施行されることに伴いまして関係する条例の一部

を改正するものであります。内容についてご説明いたします。 

議案第５１号、鹿追町立地域保育所条例の一部を改正する条例の制定について、鹿追町

立地域保育所条例の一部を次のよう改正するといたしまして、第６条は、保育料の徴収の

規定であり、第２項において前項の規定にかかわらず、子ども・子育て支援法、第１９条

第１項第２号に該当する教育・保育給付認定子どもであります３歳以上の子及び第２子以

降の保育料を無料とし、第３項でひとり親等の世帯の保育料は、３歳未満の第１子は、規

定の２分の１とするものであります。別表は、保育料であり、市町村民税非課税世帯でそ

の他の世帯の保育料を無料とするものであります。次に附則第１項は、施行期日の規定で

あり、この条例は、令和元年１０月１日から施行し、附則第２項は、経過措置の規定であ

ります。 

次に、議案第５２号、鹿追町立認定こども園条例の一部を改正する条例の制定について

であります。鹿追町立認定こども園条例の一部を次のように改正するといたしまして、第

７条は、費用の納付の規定であり、第２項で先ほどと同様に前後の規定にかかわらず子ど

も・子育て支援法、第１９条第１項第１号及び第２号に該当する教育・保育給付認定子ど

もであります３歳以上の子ども及び第２子以降の子どもの保育料を無料とし、第３項で、

ひとり親等の世帯の保育料は３歳未満の第１子は規定の２分の１とするものであります。
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第１３条は、一時保育の費用の負担の規定であり、３歳以上及び３歳未満の市町村民税非

課税世帯の子どもの一時保育料を無料とするものであります。別表１は、保育料の一覧表

であり、条例開始に伴う改正となるものであります。次に、附則第１項は、施行期日の規

定であり、この条例は、令和元年１０月１日から施行し、附則第２項は、経過措置の規定

であります。以上、議案第５１号、議案第５２号について内容をご説明申し上げました。

ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５１号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

これより議案第５２号を採決します。この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

 場内の気温がだいぶ上がってきましたので、上着を脱いでも結構ですので、職員のほう

も上着を脱いで結構ですので、はい。 

日程９ 議案第５３号 鹿追町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（吉田稔） 

 日程９、議案第５３号、鹿追町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の
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一部を改正する条例の制定についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求め

ます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第５３号は、鹿追町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてであります。提案理由を申し上げます。家庭的保育事業等の

設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令が、平成３１年４月１日に施行されまし

たことから、関係する条例の一部を改正するものであります。次に内容についてご説明い

たします。鹿追町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を次のよう

に改正するといたしまして、第６条は、保育所等との連携の規定であり、第２項は、条文

の整理であり、第３項の次に第４項、第５項を加え、町長が適当と認めた場合は、連携施

設の確保を不要とするもので、ただし一定の規模で国や地方公共団体から補助を受けてい

る施設においては、適切に確保しなければならないとするものであります。第１６条は、

食事の提供の特例の規定であり、条文の整理となるものであります。第４５条は、連携施

設に関する特例の規定であり、第２項を加え、保育所型事業所内、保育事業所において町

長が適当と認めた場合は連携施設の確保を不要とするものであります。附則第２条は、食

事の提供の経過措置の規定であり、条文の整理となるものであります。附則第３条は、連

系施設に関する経過措置の規定であり、特例保育所型事業所内保育事業者を除き、経過措

置を５年から１０年に改めるものであります。次に、附則は、施行期日の規定であり、こ

の条例は、公布の日から施行するものであります。以上、鹿追町家庭的保育事業等の設備

及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容をご説明申し上

げました。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５３号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 
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 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

日程１０ 議案第５４号 鹿追町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業 

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する 

条例の制定について 

○議長（吉田稔） 

 日程１０、議案第５４号、鹿追町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。本案につ

いて、提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

◯副町長（松本新吾） 

 議案第５４号は、鹿追町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてであります。提案理由を申し上げま

す。特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一部を改正する布

令が公布され、令和元年１０月１日に施行されますことから、関係する条例の一部を改正

するものであります。改正の内容につきましては、子育てのための施設等利用給付が創設

されたことに伴い、用語の改正に伴う条文の整理が主なものであります。内容についてご

説明いたします。鹿追町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を次のように改正するといたしまして、第２条は、定義の規定であり、

用語の改正に伴い、第９号から第１１号、第１３号、第１４号、第１７号の条文を整理し、

第１１号の次に新たに第１２号から第１６号を加えるものであります。第３条は、一般原

則、第５条は、内容及び手続きの説明及び同意、第６条は、正当な理由のない抵抗拒否の

禁止等、第７条は、斡旋、調整及び要請に対する協力、第８条は、受給資格等の認定、第

９条は、支給認定の申請に係る援助、第１０条は、心身の状況等の把握の規定であり、条

文の整理となるものであります。第１３条は、利用者等負担等の受領の規定であり、条文

の整理と第４項第３号の次にアからウを加えるものであります。第１４条は、施設型給付

費等の額に係る通知等、第１６条は、特定教育・保育に関する評価等、第１７条は、相談

及び援助、第１８条は、緊急時等の対応、第１９条は、支給認定保護者に関する市町村へ

の通知、第２０条は、運営規定、第２１条は、勤務体制の確保等、第２７条は、秘密保持
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等、第２８条は、情報の提供等、第３０条は、苦情解決、第３２条は、事故発令の防止、

および発生時の対応、第３４条は、記録の整備、第３５条は、特別利用保育の基準、第３

６条は、特別利用教育の基準、第３７条は、利用定員に関する基準、第３８条は、内容及

び手続きの説明及び同意、第３９条は、正当な理由のない提供拒否の禁止等、第４０条は、

斡旋、調整及び要請に対する協力、第４１条は、心身の状況等の把握の規定であり、それ

ぞれ条文の整理となるものであります。第４２条は、特定教育・保育施設との連携の規定

であり、条文の整理と合わせまして、第１項第３号の次に新たに第２項から第５項及び第

８項を加えるものであります。第４３条は、利用者負担等の受領、第４６条は、運営規定、

第４７条は、勤務体制の確保等、第４９条は、記録の整備、第５０条は、準用、第５１条

は、特別利用地域保育型の基準、第５２条は、特定利用地域型保育の基準、附則第２条は、

特定保育所に関する特例の規定であり、条文の整理となるものであります。附則第３条は、

施設型給付費等に関する経過措置の規定であり、これを削り次条を繰り上げるものであり

ます。附則第５条は、連携施設に関する経過措置の規定であり、特例保育所型事業所内保

育事業者を除き、５年を１０年に改めるものであります。次に、附則は、施行期日の規定

であり、この条例は、令和元年１０月１日から施行するものであります。以上、鹿追町特

定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について内容をご説明申し上げました。ご審議の上、議決を賜りますよう

よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５４号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 
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 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

日程１１ 議案第５５号 鹿追町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 

            の一部を改正する条例の制定について 

○議長（吉田稔） 

 日程１１、議案第５５号、鹿追町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第５５号は、鹿追町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定についてで

あります。提案理由を申し上げます。水道法が改正され、指定給水装置工事事業者の指定

の更新制度が導入され、目的につきましては、工事を適正に行うための資質の保持及び実

態とのかい離の防止を図るため５年ごとに指定の更新を要するとするものであります。内

容についてご説明いたします。鹿追町簡易水道事業給水条例の一部を次のように改正する

といたしまして、第６条は、工事の施工の規定であり、水道法の改正による条文の整理と

なるものであります。第２８条は、手数料の規定であり、第１号は、新規の場合の新規の

指定の場合であり、第２号は、５年ごとの指定更新の場合であり、１軒につき手数料を１

万円とするものであります。第３１条は、給水装置の基準違反に対する措置の規定であり、

条文の整理となるものであります。次に附則は、施行期日の規定であり、令和元年１０月

１日から施行するものであります。以上、鹿追町簡易水道事業給水条例の一部を改正する

条例の制定について内容をご説明申し上げました。ご審議の上、議決を賜りますようよろ

しくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

これより質疑を行います。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５５号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 
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挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

ここで暫時休憩といたします。再開は１１時５分といたします。 

休憩 １０時５１分 

再開 １１時０５分 

○議長（吉田稔） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

日程１２ 議案第５６号 令和元年度鹿追町一般会計補正予算（第３号）につ 

いて 

○議長（吉田稔） 

日程１２、議案第５６号、令和元年度鹿追町一般会計補正予算（第３号）についてを議

題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

議案第５６号は、令和元年度一般会計補正予算（第３号）となるものです。令和元年度

一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによるといたしまして、第１条は、歳

入歳出予算の補正であり、歳入歳出にそれぞれ１億３，６０５万円を追加いたしまして、

８９億１，２００万７千円とするものであります。補正予算の内容につきまして歳出、３

４ページよりご説明いたします。総務費、総務管理費、一般管理費の旅費でカナダストニ

ィプレイン町への出張費で９０万円の追加、花とみどり費で台東区との連携協定に基づき

ますエコフェスタ台東２０１９で花苗を配布するため、旅費で８万２千円、需用費、消耗

品で４万５千円、役務費で３万８千円のそれぞれ追加、ジオパーク事業費で地域づくりセ

ミナーを実施するため、報償費で１３万円、旅費で３千円、需用費、消耗品費で２万円、

役務費で７千円のそれぞれ追加、項目、戸籍住民登録費の賃金で１６１万４千円の減額、

民生費、社会福祉費、心身障がい者特別対策費の需用費、修繕料で１５万円、償還金で過

年度分返還金で２５６万５千円のそれぞれ追加、老人福祉費の報償費で３万円の追加、在

宅福祉費の繰出金で介護特別会計へ９万円の追加、児童福祉費、こども園費の報償費で１

２万５千円、役務費で９万６千円、委託料で合計３３万円、負担金で幼児教育の無償化に

伴うシステム改修で２５２万８千円のそれぞれ追加、衛生費、保健衛生費、トリムセンタ

ー費の需用費、修繕料で３０万円の追加、へき地保健対策費の需用費、修繕料で３０万円
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の追加、農林費、農業費、農業開発研究費の賃金で１３４万６千円の追加、畜産業費の旅

費で８万２千円の追加、再生可能エネルギー活用推進費で中鹿追バイオガスプラント修理

等で需用費、修繕料で３，１２９万９千円、工事請負費で３，９６０万円のそれぞれ追加、

負担金で１万円の追加、農業用水事業費の繰出金で簡易水道、下水道合計で９０５万円の

追加であります。土地改良事業費の旅費で４０万円の追加、款項、商工費、商工業振興費

の賃金で１２４万４千円、需用費、修繕料で９万４千円、負担金でくらし応援事業補助で

１，４６０万円、マンゴーコンソーシアムに２９万３千円のそれぞれ追加、土木費、道路

橋りょう費、道路維持費の需用費、修繕料で６００万円、役務費で合計１６万４千円、委

託料で２８０万円、公課費で２４万円のそれぞれ追加、道路新設改良費の工事請負費で町

道改良舗装合計で８５０万円の追加、住宅費、住宅管理費の需用費、修繕料で５００万円

の追加、教育費、教育総務費、事務局費の賃金で１２３万９千円の追加、車両管理費の需

用費、修繕料で１７万円の追加、社会教育費、社会教育施設費の備品購入費で４万７千円

の追加、神田日勝記念美術館費の賃金で８３万３千円、需用費、印刷製本費で８５万５千

円、役務費で３７万４千円、使用料で１３万５千円、備品購入費で「人間Ｂ」購入で５５

０万円のそれぞれ追加、諸支出金、基金費、基金費の積立金で５万円の追加であります。

次に歳入、３２ページからご説明いたします。款項目、地方交付税の地方交付税で５，５

３０万４千円の追加、道支出金、道補助金、民生費道補助金の児童福祉費補助金で２５２

万７千円の追加、財産収入、財産売払収入、物品売払収入の物品売払収入で１５１万１千

円、農産物売払収入で１０万円のそれぞれ追加、款項、寄附金、総務費寄附金の総務管理

費寄附金で、町内、仲町にお住まいの星朝子様からまちづくりのため５万円の寄附があり、

４万９千円の追加、繰入金、基金繰入金、環境保全センター基金繰入金の環境保全センタ

ー基金繰入金で７，０８９万９千円の追加、神田日勝記念美術館事業基金繰入金の神田日

勝記念美術館事業基金繰入金で５５０万円の追加、諸収入、雑入、雑入の雑入で１６万円

の追加であります。以上、一般会計補正予算（第３号）についてご説明申し上げました。

ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

これより質疑を行います。４番、台蔵征一議員。 

○４番（台蔵征一） 

 ３７ページ、中鹿追バイオガスプラント、バイオガスの貯留施設の建設補修修繕の関係

でございますけれども、施設ができて１３年ということで対応年数も実質きているという
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施設でありまして、昨年から、昨年の９月以降ですね一部修理が必要な場所があって調査

して、現在まで至って今、行政側からその処置というか修繕の方法が出てきたわけですけ

れども、総額で１億２千万、３月の定例で４，９５０万、今回７，０００万という補正を

組んで１億２，０００万の事業、修繕入るわけですけれども、現在、発酵槽１つ止まって

いる関係でどの程度の処理能力の中で運営している、経営しているのか。それから発電機

も当然、発電のほうも落ちているわけですけれども、現状状況説明いただきたいのと、今

回、１億２，０００万かければですね当面、本体として動かしていけるというふうにお聞

きしていますけれども、なんせ耐用年数、全体が耐用年数きているわけなんで、多分、次

から次、また修繕が必要なものも出てくるかと思うんです。そこで予測のできる機械と確

認ができているものに対して説明をいただきたいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、農業振興課主幹。 

○農業振興課主幹（城石賢一） 

 はい。台蔵議員のご質問にお答えさせていただきます。現在、今回、補正で提案させて

いただいた円柱型発酵槽２基、それと箱型発酵槽４基、この６基の発酵槽で日処理量９４．

８トンの処理能力でバイオガスプラントのほうを稼動しております。現在、円柱型発酵槽、

２基、こちらをですねメインに修繕をさせていただきたいところなんですけれども、内１

基をですね今、原料層を抜きましてコンクリート診断調査を終了いたしまして今回、補正

の修繕を実施させていただきたいという形でございます。この１基が休んでおりますので、

５基の発酵槽で今現在運営をしているところなんですけれども、この５基でですね何とか

ふん尿、原料となるふん尿のですね受け入れをしているところです。それぞれ予定量ので

すね、受け入れるよりも少しずつ増やしてですね、１基、休んでいる部分で今現在メタン

発酵を実施している状況でございます。できるだけ負荷をかけないようにですね早急に修

繕を実施いたしまして、６基、正常な状態でですねメタン発酵のほう実施していきたいと

思います。それに合わせてですね発電の状況もですねやはりガス貯留施設、ガスホルダー

がですね１基、今、ない状態ですので発電量も大体例年に比べてですね７割程度の発電量

となっております。一日も早くですね修理を終わらせてですね通常の運営、やはり売電収

益というのは事業で大変な収益になってきますので、一日でも早く修繕を完了をしたいと

いうふうに思っています。また今後ですねやはり施設設備がですね、１４年、１５年とい

う形で迎えて来ております。今回、修繕を実施させてもらうことによりまして、ほぼほぼ
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設備のですね修繕は安定的に動かすことができるんですけれども、発電機、２００キロの

発電機が１９０キロのほうで、４年前に換えております。１００キロの発電機がですね稼

働当初から動いておりますので１３年ということで大体耐用年数が１０年と言われている

んですけれども、できるだけ長持ちをさせてですね使っていきたいということなんですけ

れども、やはりいきなり止まってですね発電ができないとなるとやはり困りますので、そ

こらへん、今現在のですね状況を見極めながら、近年中にですね更新計画を立てていきた

いと、合わせて消化液散布作業をする２台のうち２５トンのスラリータンカーが平成１８

年購入で８千時間を超えております。やはり１万時間がやはり近いということでそちらに

つきましても更新計画を考えていかなければいけないのかなというふうに思っております。

また常時動かすかく拌機、また制御盤のですね計装機器等もですねだいぶちょっと故障も

発生してその都度修繕して動かしているんですけれども、それについてもですね大幅に壊

れる前にですね更新を立てていかなければいけないということを考えておりますのでその

辺しっかり更新計画を立てながらですね安定稼働を目指していきたいと思いますのでどう

ぞよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田稔） 

 はい、台蔵議員。 

○４番（台蔵征一） 

 耐用年数があって壊れる施設ということは最初から分かっているわけなんでぜひですね

今の今回、修繕が必要な状況が多少放置されたというふうな報告も受けていますけれども、

今後そういうことがないようにですね、運営運用をですねしっかりと計画を立ててできる

限りそれも予算化した中で議会に報告していただきながら、止めることなく進んでいただ

くことが酪農家にとってもですね期待されている施設でございますのでよろしくお願いし

たいというふうに思います。終わります。 

○議長（吉田稔） 

 答弁はよろしいですか。その他、はい。６番、上嶋和志議員。 

○６番（上嶋和志） 

 ４番議員との関連もございますので、バイオガスプラントの関係について質問させてい

ただきます。酪農家にとってはなくてはならない施設、利用されている農家について、酪

農家についてはこれはなくなっては死活問題ということでございます。現在、この修繕に

対しては基金が使われております。全て基金で賄われているところでございます。現在、
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利用料として成牛１頭当たり、１万２千なにがしの金額を一旦集めてその内、毎年ですね

半額を環境対策ということでお戻しをしているところでございます。料金の改定というこ

とで条例改正をせずに毎年単年度にわたって半分の額を改正をしているということでござ

いますけれども、今回、合わせて１億２，０００万の修繕費、今後更新計画によりますと

資金も減ってくことが見込まれます。瓜幕については最初からＦＩＴの適用を受けて３９

円と消費税という価格で買い上げていただいてて、施設も新しいことで順調に一緒の基金

でございますけれども積み上がっているところですけれども、将来的なこと考えて特にイ

ニシャル、建設当時の建設費について補助残は一般財源ということでございますので基金

の積み上げというのは、必要なことと思います。今すぐ回答はいりませんけれども協議す

る場を作っていただいて検討してみていただいたらよろしいかなと思っております。特に

毎年の補助事業については議会についても何の意見を挟むところもない状態でやっておら

れるんで、そこらへんについても議会との協議させていただく場も必要ではないかと思っ

ております。町長の答弁、お願いします。 

○議長（吉田稔） 

 喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。中鹿追のプラントの関係につきましては、昨年来、こうい

う形でご迷惑をかけております。今回、今回の予算、認めていただいて、今できうる限り

のしっかりとした修繕をして、一日も早く安定的な稼働とそれから一番大きな収入である

売電のほうきちっと進めていくようにしなければならないというふうに思っています。基

金のほうもですね今回の修繕、それから当然小さいほうの１４トンのほうが今年、タンカ

ー入ります。そういったことで基金のほうからお金を出しているということで、基金の残

高もだいぶ少なくなってきております。利用料の関係につきましては、毎年の予算措置の

中でやっているということもあります。売電収入ももちろんですけれども、地域農家さん

からの利用料、それから散布料、全体の収入の中で毎年の運営をしているということもご

ざいますので、この利用料の還元の関係につきましては、収支の状況を見極めながら今後

の課題としてしっかり検討していきたいというふうに思っております。あとバイオの運営

全体についてもその都度いろいろ議会の皆さんと相談をしながら進めてまいりたいと思い

ますのでよろしくお願いしたいというふうに思います。 

○議長（吉田稔） 
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 いいですか。その他、質問。９番、埴渕賢治議員。 

○９番（埴渕賢治） 

 先ほど行政報告の中で「なつぞら」に触れて町長のほうからその報告内容、思いがあっ

たわけでありますけれども、ここで「なつぞら」の経済効果がどうであるかにちょっと伺

ってみたいと思います。もう１点はですね、先ほど説明がありました一般管理費、カナダ

ストニィプレイン、この件についても触れさせていただきたいなと思っております。まず

１点目の「なつぞら」の経済効果の中身でありますが、これは４月から始まって９月、半

年間で終えるわけでありますけれども、大型連休を挟みまして、そして５月の中ごろです

ね米沢市長から十勝における現況における経済効果は、９９億あると明言をされておりま

した。そのあと神田記念美術館に行きまして、「鹿追どうなの」と職員に問いかけたところ、

「いや、本当にびっくりするほどの観覧者である」と。数字においてはですね、その１０

日間の連休において昨年のデータ、３カ月に匹敵するだけの観覧者であると。ですから３

カ月ということは９０日、１０日間で９倍に観覧者が多くなったという説明をいただきま

した。そこで９月で終わるわけですけれども、現在どの程度の観覧者が来ておられるのか。

もう今、聞いた後、４カ月ほどの経過、４カ月目に入っているわけですが、つかみとして

９月末までにどの程度入られると推測されているのか、まずそこをお伺いいたしたいと思

います。 

○議長（吉田稔） 

 浅野社会教育課長。 

○社会教育課長（浅野悦伸） 

 まず８月の２５日、馬耕忌が開催された日でございますが、それまでの累計で１万６千

人を超えております。ですからそれから１週間以上たってますので昨日の時点ではおそら

く１万７千人は超えているだろうというふうに思っております。今、大体今、８月末で１

万７千人超えておりますので、９月から１０月の大体中旬、紅葉の時期までが大体、神田

日勝記念美術館はお客さんが結構たくさん入っているというふうに想定しております。こ

のままで行きますと９月もおそらく月３千人に近い人が来てくれるのではないかなという

ふうに今、考えているところでございます。最終的に来年３月末まで、令和元年度の入館

者数ですけれども２万人ぐらいはいくのではないかというふうにちょっと担当者の方で見

ております。以上です。 

○議長（吉田稔） 
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９番、埴渕議員。 

○９番（埴渕賢治） 

 今朝の道新の朝刊を見たときにですね、企画展としてダンボールアート、掲載されてお

りました。やあ、これはすごいなということでありますけれども、それは他の力を借りな

がらの表現ということでアートであります。それで１０月以降やはり「なつぞら」が終え

ても余韻として残されているわけですから、担当のほうでまた行政のほうでどういうふう

に今後展開をしていこうとするのか。その企画、立案等も含めながら何か考えているのか、

このへんも含めて１つお聞きをいたしたいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 浅野社会教育課長。 

○社会教育課長（浅野悦伸） 

 今、埴渕議員が言われるように結構神田日勝記念美術館、１１月くらいから入館者が大

体少なくなってきております。私どもですねその期間にどうやって入館者を増やすかとい

うことでこれまでも考えてきたわけなんですけれども、比較的その時期にコラボ展等やる

とコラボの関係者の人が入って来てくれたりとか、あと本の原画展等コラボする等これま

でしてきております。それ以上のものっていうのは現状ではないんですけれども、今後せ

っかくこれだけ「なつぞら」の効果で入館者が増えておりますのでこれを何とか活用して

今後もたくさんの人に入っていただきたいなと、また来年度につきましては、没後５０年

ということで神田日勝展を全国展開、ステーションギャラリーですとか道立近代美術館で

も展開をしていきますので、それでまたＰＲをしながら入館者の増に努めていきたいなと

いうふうに考えております。以上です。 

○議長（吉田稔） 

 質問、９番、埴渕議員。 

○９番（埴渕賢治） 

 分かりました。それで次に移りたいと思います。一般管理費、先ほど副長のほうからで

すね、カナダストニィプレインという形で説明をいただいたわけでありますけれども、喜

井町長が今回の統一選挙において大勝された。喜井町政がひかれたと、それに対してチョ

イ町長はぜひとも早い時点でぜひ来ていただきたいという要請に答えるべくここの説明で

あったのかなと思っております。そこで過去にですね、前町長時代に鹿追でＳＳハウス、

消防の南側に、ＳＳというのは鹿追とストニィプレインの頭文字だと思いますけれども、
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そういった根拠を作ってきて、向こうから今も短期、中期的に招いております。それで来

ていただいた中では英語力というか、教室を開いたり、または趣味を通しての活動、また

児童生徒に対しての触れ合いの中で本当に本人も日本文化に触れながら、また向こうの国

際人という立場で活躍をされ、何回もそういう場面があるわけですけれども、過去におい

てですね同じような内容で向こうにもそういったハウス的な根拠、建設することが可能で

あるかどうかという部分に触れてお話をしたことが懇談の中で田町長を通してあります

が、その時点では明快な答えが出ず、今日までこういうふうに進展ならずにきているわけ

ですけでありますけれど、せっかくの表敬訪問でありますので１つの過去に解決できなか

ったことを１つの課題として、今回行った時にそれも盛り込みながら懇談に望んでいただ

きたいと考えるわけでありますけれども、そういった実態が担当課長がもし内容が分かれ

ばそこで説明をいただき、のちに町長からその意思を確認させていただきたいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、企画財政課長。 

○企画財政課長（草野礼行） 

 はい。お答えをいたします。今お話のありました、ＳＳハウスでございますが２０１５

年、平成２７年度から動いている建物で、ちょうどストニィプレイン町との姉妹提携３０

周年を契機にあそこ建てられて、それぞれの町民が長期滞在できるような設備として整え

られていまして、２７年度、２０１５年からですね毎年、２名から３名程度、ストニィプ

レイン町からこちらのほうに訪れて、議員おっしゃっていたように英語教室ですとか、こ

ども園に行って触れ合いをしていただいたり、そのようなことで使われている施設でござ

います。ストニィプレイン町での同じような滞在施設につきましては、ちょっと私のほう

も把握をしてませんでしたが、来年３５周年ということもありますので、今年、それから

来年も町長、行かれることに多分なりますので、その際にそのような形で協議が進めばい

いのかなというふうに考えております。以上です。 

○議長（吉田稔） 

 はい。喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 私のほうからもお答えをしたいと思います。今、埴渕議員さんからお話が上がったとお

り、私が就任して間もなくチョイ町長からのお祝いのメッセージ等をいただき、その時に

できるだけ早くお会いができればというお言葉をいただいたということもありまして、今
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回、現地では駆け足というか、行き帰りでも４日間くらいかかってしまうので、現地では

３日か４日くらいしか向こうに滞在する時間はないですけれども、その中でチョイ町長だ

とか町の関係者、教育委員会関係者等々との懇談の時間を何とか確保したところでありま

す。今、いわゆるＳＳハウス的なものを、現地カナダにということで、私もそういう話が

あったということは承知をしておりませんでした。今回は、来年３５周年を迎えるという

ことで、そういう記念事業の話だとかいろんなお話ができればなというふうに思っており

ますので、今、お話があった件についてもですねちょっとどういう考え方、それからどう

いった問題があるのか。ちょっといろいろ検討は必要かと思いますけれども、この懇談の

中で話題にしていきたいというふうに思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田稔） 

 質問。埴渕議員。 

○９番（埴渕賢治） 

 相手あることですから、どういう答えが出てくるか別としてもやっぱり押していくとい

う思いをやっぱり伝えるという部分を大事な部分だと思います。私もですねこういう立場

になりましたけれども、立場というのは議員になって２１年目ですけれども、平成１２年

のときに１番初めにカナダ、ストニィプレインに訪問させていただきました。その時には

人口が９千人であったわけですけれども、今日、数年前の話を聞きますと１万６千人台に

本当に日本と違って向こうはどんどんどんどん人口は増えてきてエドモントンのそういっ

た副都市と言わないまでもそういったベットタウン地になっているということで、多くの

会社が建設されて、それに社員、従業員も伴ってそういう状況にあるのかなと認識をして

いるわけであります。日本と違ってアルバータ州は、１０州、そして準州入れと１３ある

わけですけれども、その中でも州としては、州税はあそこだけが取っていないところなん

ですね。それだけに財政力豊かだなというふうに思っておりますけれども、日本は一般市、

５万人じゃなきゃならないけれども、向こうは１万人でなれるという情報も入っておりま

す。しかし、なると州政府のほうからインフラが相当強く要望されてきますので、前の町

長であるコーワン町長はですねこのままでいいんだというお話をしておりましたけれども、

本当に財政力がますます町税の中の町民税、固定資産税、自動車税含めて同じシステムに

なっているかどうか分かりませんけれども、そこも含めながら財政力豊かな中で今年であ

るのか、今年も含めながら、来年、今、町長、担当課長の説明では３５周年であると、そ

ういった節目でもありますのでぜひとも１ついい形で向こうに接触していただきたいな申
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し上げて終わります。 

○議長（吉田稔） 

 答弁。 

○９番（埴渕賢治） 

 よろしいです。 

○議長（吉田稔） 

 よろしいですか。はい。その他、質疑、８番、狩野正雄議員。 

○８番（狩野正雄） 

 はい。この間の神田日勝記念美術館の馬耕忌に非常に私も手伝いに出たわけですけれど

も、６２３名、それ以上入ると、これ消防法が違反になるのか何かってあったんですけれ

ども、あそこまで人が入ったというのは私は記憶にはなかったんですけれども、その時に

来られなかった人がその５倍いると、６００の５倍、３千人いたということも聞いており

ます。それだけに注目されたイベントだったんですけれども、隣に座った人に、お客さん

に、待っている人に、袋それぞれ渡して、入場された人に記念の袋、渡したんですけれど

も、その中に確認したら残念なことに鹿追の観光案内だとか、こんな町が鹿追ですよとか、

それからその中にせっかく来たんで鹿追のファンになってくださいということで、例えば

ふるさと納税の案内を出すとか入れるとかそういうことができなかったのか、何かそうい

うことをやっちゃいけないということがあったのか。こういう日勝館のイベントですけれ

ども、友の会のイベントですけれども、それじゃなくてやっぱりこういう全国から集まっ

て来る機会にですね横の連携、例えば商工観光とか道路案内だとか、その日休みにかかわ

らず多くのボランティアで交通案内していたわけですけれども、そういったこの町のファ

ンをいかにして町の観光大使をですね、なっていただきたいという熱意をですね、どうし

て発想がなかったのか。そのへんをお聞きします。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。馬耕忌も私も会場に行ってました。本当に全国各地から、

特に吉沢亮さんということもあって、本当に私が見た感じでは９割ぐらいは女性の方だっ

たのかなと思います。そして確かに配られたもの、私も同じものもらいましたけれども、

今、狩野議員さんがおっしゃるような町の関係のものは確かに入っていなかったかなとい
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うふうに思います。確かにそのへんの連携というか、せっかくそういう機会であるのに、

そういった連携というか確かに取れていなかったのかなというふうには思っています。せ

っかくの機会というのはもちろんそのとおりですので、今後、全体的に言えますけれども

やはりどこの課の仕事だとかということではなくて、大きな行事は大体皆、全町的にいつ

こんなことがあるというのは大体分かるわけですからそのへんの連携をやっぱり、今後も

っとしっかりとってＰＲできることはその課だけの仕事ではなくて、町全体のことという

ふうに取り組んでいく必要があるというふうに思っていますので、今後はそういったご指

摘を受けることがないようにできるだけしっかり連携を取ってやっていきたいと思ってお

りますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田稔） 

 「人間Ｂ」の購入ということで拡大的に質疑を許していますけれども、実際的には「な

つぞら」等々についての予算はありませんので、質疑等々もそのへん考慮して質疑をして

ください。よろしいですか。質疑ありませんか。他に。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５６号を採決します。

この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

起立１０名 

○議長（吉田稔） 

 起立多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

日程１３ 議案第５７号 令和元年度鹿追町国民健康保険特別会計補正予算 

（第２号）について 

○議長（吉田稔） 

日程１３、議案第５７号、令和元年度鹿追町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

についてを議題とします。本案についての提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 
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議案第５７号は、令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）となるものです。

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによるといた

しまして、第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出にそれぞれ３７８万２千円を

追加しまして、総額を７億４，７４２万９千円とするものであります。補正予算の内容に

つきまして歳出、４８ページよりご説明いたします。保健事業費、項目、特定健康診査等

事業費の需用費、消耗品費で６万７千円、役務費で１１万５千円、委託料で３３０万円の

それぞれ追加、諸支出金、償還金及び還付加算金、一般被保険者保険税還付金の償還金で

３０万円の追加となるものであります。次に歳入、前ページからご説明いたします。款項、

国民健康保険税、一般被保険者国民健康保険税の医療給付費分現年課税分で３０万円の追

加、道支出金、道補助金、保険給付費等交付金の特別交付金で３４８万２千円の追加であ

ります。以上、国民健康保険特別会計補正予算（第２号）についてご説明申し上げました。

ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５７号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

     日程１４ 議案第５８号 令和元年度鹿追町国民健康保険病院事業会計補正予 

算（第１号）について 

○議長（吉田稔） 

日程１４、議案第５８号、令和元年度鹿追町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１ 

号）についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 
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○副町長（松本新吾） 

議案第５８号は、令和元年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）となるもの

です。第１条、令和元年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによるといたしまして、第２条は、予算第２条に定めます業務の予定量の補正であ

り、（５）建設改良事業１有形固定資産購入費「４６２万３千円」を「５００万１千円」と

するものであります。第３条は、予算第４条に定めます資本的収入及び支出の補正であり、

かっこ書中の資本的収入が資本的支出額に対し不足する額、「４６２万３千円」に３７万８

千円を追加しまして、「５００万１千円」に改め、支出の補正は、第１款、資本的支出、第

１項、建設改良費に３７万８千円を追加しまして、補正後の額を４，７５８万９千円とす

るものであります。補正の詳細につきましては次ページの補正予算説明書によりご説明申

し上げます。資本的収入及び支出の支出で、資本的支出、建設改良費、有形固定資産購入

費で薬袋プリンター購入で３７万８千円の追加であります。以上、国民健康保険病院事業

会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げました。ご審議の上、議決を賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５８号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

     日程１５ 議案第５９号 令和元年度鹿追町簡易水道特別会計補正予算（第１

号）について 

○議長（吉田稔） 
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 日程１５、議案第５９号、令和元度鹿追町簡易水道特別会計補正予算（第１号）につい

てを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第５９号は、令和元年度簡易水道特別会計補正予算（第１号）となるものです。令

和元年度簡易水道特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによるといたしまし

て、第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出にそれぞれ２００万円を追加しまし

て総額を１億５，４５４万６千円とするものであります。補正予算の内容につきまして歳

出、５７ページよりご説明いたします。事業費、水道施設費、施設管理費の需用費、修繕

料で２００万円の追加であります。次に歳入、前ページから説明申し上げます。繰入金、

他会計繰入金、一般会計繰入金の一般会計繰入金で２００万円の追加であります。以上、

簡易水道特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げました。ご審議の上、議決

を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第５９号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

     日程１６ 議案第６０号 令和元年度鹿追町下水道特別会計補正予算（第２号） 

について 

○議長（吉田稔） 

 日程１６、議案第６０号、令和元年度鹿追町下水道特別会計補正予算（第２号）につい

てを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 
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○副町長（松本新吾） 

 議案第６０号は、令和元年度下水道特別会計補正予算（第２号）となるものです。令和

元年度下水道特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによるといたしまして、

第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出にそれぞれ７０５万円を追加しまして、

総額を３億７，０９１万６千円とするものであります。補正予算の内容につきましては歳

出、６４ページよりご説明申し上げます。管理費、施設管理費、農業集落排水施設管理費

の需用費、修繕料で４５万円、工事請負費で６６０万円のそれぞれ追加であります。次に

歳入、前ページからご説明いたします。繰入金、他会計繰入金、一般会計繰入金の一般会

計繰入金で７０５万円の追加であります。以上、下水道特別会計補正予算（第２号）につ

いてご説明申し上げました。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げ

ます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第６０号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決とおり可決されました。 

ここで暫時休憩といたしたいと思います。再開は午後１時といたします。 

休憩 １１時５５分 

再開 １３時００分 

○議長（吉田稔） 

 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

     日程１７ 議案第６１号 令和元年度鹿追町介護保険特別会計補正予算（第２
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号）について 

○議長（吉田稔） 

 日程１７、議案第６１号、令和元年度鹿追町介護保険特別会計補正予算（第２号）につ

いてを議題といたします。本案について提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第６１号は、令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号）となるものです。令

和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによるといたしまし

て、第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出にそれぞれ３３７万４千円を追加し

まして、総額を５億１，４１２万９千円とするものであります。補正予算の内容につきま

して歳出、７４ページよりご説明いたします。保険給付費、介護サービス等諸費、高額介

護合算療養費の負担金で４９万４千円の追加、地域支援事業費、包括的支援事業・任意事

業費、認知症総合支援事業費の需用費、印刷製本費で１４万６千円の追加、諸支出金、償

還金及び還付加算金、償還金の償還金で過年度分返還金で２７３万４千円の追加でありま

す。次に歳入、７１ページからご説明いたします。款項、介護保険料、第１号被保険者保

険料の現年度分で１４万４千円の追加、国庫支出金、国庫負担金、介護給付費負担金の現

年度分で９万９千円の追加、国庫補助金、調整交付金の現年度分調整交付金で２万９千円

の追加、地域支援事業交付金の現年度分で５万６千円の追加、道支出金、道負担金、介護

給付費負担金の現年度分で６万２千円の追加、道補助金、地域支援事業交付金の現年度分

で２万８千円の追加、款項、支払基金交付金、介護給付費交付金の現年度分で１３万３千

円の追加、繰入金、一般会計繰入金、介護給付費繰入金の現年度分で６万２千円の追加、

地域支援事業繰入金の現年度分で２万８千円の追加、款項目、繰越金の前年度繰越金で２

７３万３千円の追加であります。以上、介護保険特別会計補正予算（第２号）についてご

説明申し上げました。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 



－35－ 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより議案第６１号を採決します。

この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

     日程１８ 認定第１号 平成３０年度鹿追町一般会計歳入歳出決算認定につい                   

て 

     日程１９ 認定第２号 平成３０年度鹿追町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について 

     日程２０ 認定第３号 平成３０年度鹿追町簡易水道特別会計歳入歳出決算認

定について 

     日程２１ 認定第４号 平成３０年度鹿追町下水道特別会計歳入歳出決算認定

について 

     日程２２ 認定第５号 平成３０年度鹿追町介護保険特別会計歳入歳出決算認

定について 

     日程２３ 認定第６号 平成３０年度鹿追町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について 

     日程２４ 認定第７号 平成３０年度鹿追町国民健康保険病院事業会計歳入歳

出決算認定について 

○議長（吉田稔） 

 日程１８、認定第１号、平成３０年度鹿追町一般会計歳入歳出決算認定について、日程

１９、認定第２号、平成３０年度鹿追町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、

日程２０、認定第３号、平成３０年度鹿追町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について、

日程２１、認定第４号、平成３０年度鹿追町下水道特別会計歳入歳出決算認定について、

日程２２、認定第５号、平成３０年度鹿追町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、

日程２３、認定第６号、平成３０年度鹿追町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、日程２４、認定第７号、平成３０年度鹿追町国民健康保険病院事業会計歳入歳出

決算認定について、以上７件、関連がありますので一括議題といたします。本案について

提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 
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○副町長（松本新吾） 

 認定第１号から認定第７号は、平成３０年度鹿追町一般会計、６特別会計歳入歳出決算

の認定についてであります。地方自治法第２３３条第３項、地方公営企業法第３０条第４

項の規定に基づき、平成３０年度鹿追町一般会計歳入歳出決算、６特別会計歳入歳出決算

を別紙のとおり監査委員の意見を付けて議会の認定に付するものであります。認定を付議

いたします７会計のうち、病院会計を除きます６会計の決算概要については、各会計歳入

歳出決算書の各会計別決算書総括表によってご説明申し上げます。なお、平成３０年度一

般会計等の財政健全化判断比率につきましては、実質赤字比率がマイナス７．７１％、連

結実質赤字比率がマイナス１７．７８％、将来負担比率がマイナス１６．２％であります。

実質公債費比率につきましては３カ年平均で９．８％となり若干上昇いたしましたが、財

政構造は健全性を維持していると判断をしているところであります。それでは各会計の決

算概要をご説明いたします。決算書の１ページをお開き願います。 

一般会計より申し上げます。歳入歳出予算額８７億９，７０７万５千円に対しまして、

歳入決算額８１億５，６０６万５，３８３円、歳出決算額７８億１，９６２万２，４０７

円であり、形式収支で３億３，６４４万２，９７６円の決算剰余であります。これより翌

年度繰越財源として、繰越明許費の一般財源４，２６４万５千円を控除いたしました２億

９，３７９万７，９７６円が実質収支の決算剰余となりましたので、決算認定を賜りまし

たならば、地方財政法第７条第１項及び鹿追町減債基金条例第２条の規定によりまして１

億４，７００万円を減債基金に積み立てし、残額の１億４，６７９万７，９７６円を純繰

越金としたいとするものであります。 

次に特別会計の国民健康保険特別会計につきましては、歳入歳出予算８億２，１９０万

８千円に対しまして、歳入決算額８億２，４９９万４１３円、歳出決算額８億１，５６３

万４，３０６円であり、形式収支並びに実質収支は９３５万６，１０７円の決算剰余であ

ります。 

簡易水道特別会計は、歳入歳出予算額１億３，９２５万３千円に対しまして、歳入決算

額１億３，９６５万３，１１１円、歳出決算額１億３，７４４万６，６１９円で、形式収

支並びに実質収支は２２０万６，４９２円の決算剰余であります。 

下水道特別会計は、歳入歳出予算額３億５，０４２万６千円に対しまして、歳入決算額

３億５，１２０万５，３２７円、歳出決算額３億４，６２１万２，７０４円で、形式収支

並びに実質収支は４９９万２，６２３円の決算剰余であります。 
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介護保険特別会計は、歳入歳出予算額５億２，８９９万円に対しまして、歳入決算額５

億２，７８４万４，２７４円、歳出決算額５億１，７０８万８，２７４円で、形式収支並

びに実質収支は１，０７５万６千円の決算剰余であります。 

後期高齢者医療特別会計は、歳入歳出予算額８，８２７万９千円に対しまして、歳入決

算額８，６９８万２，５６８円、歳出決算額８，６１０万８，２３１円で、形式収支並び

に実質収支は８７万４，３３７円の決算剰余であります。 

次に、国民健康保険病院事業会計についてご説明いたします。決算書が別となっており

ますので決算書の１ページをご覧いただきたいと思います。決算額の区分ごとに２段で数

字が表記されておりますが、下段の消費税を含んだ額でご説明させていただきます。収益

的収入及び支出につきましては、歳入予算額７億１，３４５万７千円に対しまして、歳入

決算額７億１，６２５万２，６４０円、歳出予算額７億３，５１７万８千円に対しまして

歳出決算額６億９，７７５万２，９５０円であり、差引１，８４９万９，６９０円が税込

決算の形式的利益となり、これから薬品購入の際の消費税１，０４０万４，３２１円及び

資本的支出の消費税２０８万８，２８８円の合計１，２４９万２，６０９円を差し引いた

６００万７，０８１円が当年度純利益額となります。次に２ページをご覧いただきたいと

思います。資本的収入及び支出であります。歳入予算額４，６６８万３千円に対しまして、

歳入決算額４，６６８万２，５８５円、歳出予算額７，０３２万５千円に対しまして、歳

出決算額７，０３２万４，４７３円でありまして、差引マイナス２，３６４万１，８８８

円につきましては、まず過年度分損益勘定留保資金で２，１５５万３，６００円、さらに

残額の２０８万８，２８８円は、当年度分消費税及び地方消費税を補てんいたしておりま

す。なお、７特別会計の決算資料につきましては、後ほどお目通しをいただきたいと思い

ます。以上、認定第１号から認定第７号の平成３０年度一般会計、６特別会計歳入歳出決

算の概要についてご説明申し上げました。ご審議の上、認定をいただきますようよろしく

お願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 お諮りします。本案については、議長及び議会選出の監査委員を除く９人の委員で構成

する平成３０年度各会計決算審査特別委員会を設置し、これに付託をして審査することに

したいと思います。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 
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 異議なしと認めます。本案については平成３０年度各会計決算審査特別委員会を設置し、

これに付託して審査することに決定しました。 

お諮りします。地方自治法第９８条第１項に基づく検閲、検査権について平成３０年度

各会計決算審査特別委員会に委任したいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。地方自治法第９８条第１項に基づく検閲、検査権について平成３

０年度各会計決算審査特別委員会に委任することに決定いたしました。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は半と１時半といたします。 

休憩 １３時１５分 

再開 １３時３０分 

○議長（吉田稔） 

休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

この際、諸般の報告をいたします。休憩中の平成３０年度各会計決算審査特別委員会に

おいて委員長、副委員長の互選が行われ、その結果が議長の手元にまいりましたので報告

をいたします。平成３０年度各会計決算審査特別委員会委員長に安藤幹夫委員、副委員長

に加納茂委員、以上のとおり互選されましたので報告をいたします。なお、平成３０年度

各会計決算審査特別委員会の日程が、９月１６日、９月１７日、９月１８日の３日間とし

て審査されることに決定しましたので併せて報告をいたします。 

    日程２５     議員の派遣について 

○議長（吉田稔） 

 日程２５、議員の派遣についてを議題といたします。北十勝４町議会正副議長会議参加 

等のため、会議規則第１２７条によりお手元に配布のとおり議員を派遣したいと思います。 

お諮りします。議員の派遣についてご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

異議なしと認めます。議員の派遣については原案のとおり決定しました。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれにて散会をします。 

散会 １３時３２分 
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令和元年第３回鹿追町議会定例会会議録 
 

１ 議事日程第 ２号 
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               ５番  加 納    茂 議員   
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２ 本日の会議に付した事件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（１１名） 
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１０番  安藤 幹夫議員    １１番 吉田  稔議員 

 

４ 欠席議員（なし） 

 

５ 本会議に説明のため出席したもの 

町      長  喜 井 知 己 

 農業委員会会長   菊 池 輝 夫 

教育委員会教育長職務代理者   臼 井  あや子 

代 表 監 査 委 員    野 村 英 雄 

 

６ 町長の委任を受けて説明のため出席したもの 
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  総 務 課 主 幹  葛 西 浩 二 
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  事 務 局 長  坂 井 克 巳  
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令和元年９月１１日（水曜日）午前１０時００分 開議 

○議長（吉田稔） 

 これから本日の会議を開きます。 

ここで報告いたします。大井和行教育長が欠席する旨の届け出がありました。代わりに

臼井あや子教育長職務代理者が出席しております。以上で報告を終わります。 

     日程１      一般質問 

○議長（吉田稔） 

 日程１、一般質問を行います。質問の通告がありますので、順次発言を許します。８番 

狩野正雄議員。 

○８番（狩野正雄） 

 ただ今、議長のお許しをいただきましたので、通告に従い一般質問をいたします。標題

はですね、「サイクルツーリズムによる観光振興について」であります。要旨を述べます。

喜井町長は就任時の町政執行方針の中で、観光活性化のため「重点道の駅」とサイクリン

グロードの整備を検討すると述べられました。地域活性化のための施策として非常に期待

するものでございます。なかでも最近注目されているサイクルツーリズム（自転車観光）

は道内を訪れる台湾の方等に観光客に人気があります。地域間の連携や広域の観光周遊ル

ートを整備して愛好者を受け入れるためには、安全確保、天候、自転車の故障等に対応で

きる環境整備が必要です。サイクリストの情報発信サイトには、北十勝ルートとして帯広

駅をスタートして瓜幕と然別湖が主要ポイントに紹介されております。これから深まる秋

の季節には素晴らしいスポットであります。観光活性化の方策について、今後どのように

魅力を発信し整備を進めていくか伺います。１、サイクルツーリズムの振興と受け入れ環

境の整備を進める考えは。２、自転車初心者が体験できるサイクルステーションとしての、

道の駅うりまくにレンタサイクル、ラック、空気入れの設置は。３、然別湖畔から山田温

泉までモデルルートに設定し、山田温泉をサイクリストの休憩施設としての活用はできな

いか。４、士幌町に続いて上士幌町でも道の駅の建設が進められております。本町にある

２つの道の駅をどのような姿の「重点道の駅」に整備していこうと考えているか。以上、

伺います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 
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 狩野議員からは、「サイクルツーリズムによる観光振興について」と題しまして、４点に

ご質問をいただきましたので順次お答えをさせていただきます。１つ目の「サイクルツー

リズムの振興と受け入れ環境の整備を進める考えは」についてでお答えをいたします。サ

イクルツーリズムにつきましては、健康志向や環境意識の高まり等により、全国各地にお

いて大小さまざまな取り組みがなされており、十勝管内におきましても、サイクリングル

ートが数ルート設定されている中、サイクリストが管内の道路を走行している光景をよく

見かけます。鹿追町においては、平成３０年度から「自転車を活用したまちづくりを推進

する全国市町村長の会」という、今治市長を会長とする全国で３５３団体が加盟している

会に本町、町として加盟をし、自転車を活用したまちづくりを推進するための提言・要望

等を国に対して行なっているところであり、今年の７月には、道内２７団体が加盟する北

海道ブロックの会議が開催をされておりまして、本町からは私はちょっと行けなかったん

ですけれども担当課長が出席し、サイクルツーリズムの推進等についての意見交換があり

ました。会議の中では２０ほどの意見が集められたというふうに聞いておりますけれども、

サイクリング関係のイベント等によるサイクリストの増加から一定の効果は感じるものの、

施策の成果・効果の測定に苦慮をされており、住民の気運醸成を図る取り組みが検討課題

になっているという意見が多くある中で、ある町では近隣町との連携による取り組みや、

町全体をコースに設定し、飲食店も参加できるサイクルイベントに取り組んでいる町の取

り組み等も紹介されたというふうに聞いております。本町といたしましては、先ほどの会

議の情報等も含め、道内外のサイクルツーリズム関連の情報を収集し、引き続き研究をし

てまいりたいと考えております。２つ目の「自転車初心者が体験できるサイクルステーシ

ョンとして、道の駅うりまくにレンタサイクル、ラック、空気入れの設置は」についてお

答えをいたします。レンタサイクル、ラック、空気入れにつきましては、道の駅うりまく

には、ラックおよそ１５台分、空気入れ２台、さらにパンク修理キットも設置し、このこ

とは道の駅しかおいにおいても同様の状況でありますが、レンタサイクルについては、道

の駅しかおいに５台の設置に対しまして、道の駅うりまくには設置されておりません。道

の駅うりまくにサイクルステーションとしてレンタサイクルを設置することについては、

道の駅しかおいにおけるレンタサイクルの現況が、１日の貸し出し台数が多くて２、３台

ということから、道の駅しかおいと連携した対応等を含め検討をさせていただきます。ご

質問３つ目の「然別湖畔から山田温泉までモデルルートに設定して、山田温泉をサイクリ

ストの休憩施設としての活用は」についてお答えをいたします。本年４月の幌鹿峠が約２
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年８カ月ぶりに開通し、開通前日におきましてサイクリングイベントを開催したところで

あります。その際、参加者からとったアンケートの中には、然別湖を眺めながらのサイク

リングはとても気持ちが良かった等というご意見もあったところであり、山田温泉が再開

されるまでには、建物前の駐車スペースを休息する場所としてご活用いただき、山田温泉

が再開した際には温泉に入りながらサイクリングを楽しんでいただく等の検討をしてまい

ります。４つ目の「本町にある２つの道の駅をどのような姿の重点道の駅に整備していこ

うと考えているのか」についてお答えをします。重点道の駅につきましては、国土交通省

が地方創生や地域活性化の拠点の形成等を目指した道の駅の新設、またはリニューアル等

の企画提案を募集し選定されるものであります。重点道の駅の想定される機能には、地域

外から活力を呼ぶ「ゲートウェイ型」とする地域の観光総合窓口機能、外国人案内所や免

税店等のインバウンド対応機能、地方移住のワンストップ機能等があり、また、地域の元

気をつくる「地域センター型」とする、６次産業化等の産業振興機能、高齢者住宅等の地

域福祉機能、災害時の防災拠点や防災教育等の防災機能が挙げられます。これらの機能を

複合的に持たせることにより、道の駅が活力を呼び、雇用を創出して地域活性化の好循環

となる取り組みが期待できるものとして、国から重点的に支援されるものが「重点道の駅」

であり、休憩施設等は社会資本整備総合交付金の重点配分や複数の関係機関の制度の活用

等についてワンストップで相談できる体制を構築する等、ハード・ソフト両面からの支援

を受けることができます。今後の道の駅のあり方につきましては、議会をはじめ多くの方

のご意見を聞かせていただく機会を設け、それをもとに検討を進めてまいりたいと考えて

いるところであります。以上、議員のご理解を申し上げて答弁とさせていただきます。あ

りがとうございました。 

○議長（吉田稔） 

 狩野議員、再質問ありますか。狩野議員。 

○８番（狩野正雄） 

 順次、再質問させていただきます。今回、サイクルツーリズムというものを町に浸透さ

せていくためにはどうやって設備を拡充させていくかという課題がございます。最近の新

聞でもありましたようにこういう「トカプチ４００ルート」、４００、８の字型を十勝で結

んでですね北十勝と南十勝、これを８の字型にこれ４００キロあります。北だけで２００

キロあるわけですから、これ非常に夢のある構想だなというふうに感じております。その

中でそこにはですねやはり１つの町だけでは完結できない、広域が連携してこういう観光
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客を呼び込むような施策が今求められているのではないかとこういうふうに感じます。そ

れと同時にですね、連携した形でですね、観光の場所、観光のできる場所というか、食、

おいしい食べ物をですね味わえるポイントだとか提案、それからそういうものをいろんな

町と情報交換しながらやる、またフラッグというかペナントですか、そういうものを立て

てですねここは休憩場所ですよとか、ここはちょっとした故障にパンクの故障に対応でき

る場所ですよというそういうようなですねお知らせの場所が必要かなというふうにも思い

ます。特にですね最近ですか、北海道のツールド北海道がありましてですね帯広から音更

を通ってずっと足寄、北見まで、こういうのも本当にレースとしても盛り上がっている。

以前、何年か前ですか、この前の国道をですねツールド北海道、通りましてですね然別湖、

それから幌鹿峠越えて、三国峠越えて、そういうレースもここで実際ありました。私も応

援に行ったんですがあっという間に通り過ぎて行っちゃってね、何かまず速いなという感

じでした。というのは私が言うのはそういったプロみたいなというか上級者ではなくてサ

イクリング初級者、初心者、これをどうやって取り込むかということがですね課題かなと

いうふうに思います。上級者はね、非常にいろんな情報を持っているわけですけれども、

これからの時代はですね初心者に安心して取り組んで、それから入ってきてもらう。そう

いうことが必要かなと思います。最近気付いたんですが、一昨日の各施設巡りのときに、

然別湖の行く途中の扇ヶ原展望台等にですね路面表示でサイクリング者の通行の案内が付

いているんですね。いつの間にか付いていたんです。ああいうのをね非常にこう安心する

んじゃないのかなというふうに思います。それでよく言われるのがドライバーが駒止湖と

か然別湖の湖畔から山田温泉までの間、非常に狭い。車のすれ違うのも非常に緊張するん

ですけれども、そこにサイクルングしている人がいたらちょっと怖いという思いもします

のでやはりそういう受け入れ体制として路面表示だけじゃなくて案内標識というか、そう

いう人が通ってますよという、こう標識をですね付ける必要があるかなというふうに思い

ます。それから今の答えではですねサイクルラックとか空気入れは２台揃えているという

ふうにもありました。しかしですねこれについてサイクリストに聞いたらですね、ママチ

ャリの空気入れでは用を足さないんですって。サイクル専用の自転車はですねフレンチバ

ルブというんですか、フランス製のバルブで構造が全然違うらしいんですよ。私も見せて

もらいました。そういうですねフレンチバルブなんかに対応できるような空気入れでない

と、そういうものをちゃんと情報をねきちっと把握して設置することがねやっぱり必要だ

なということも思います。それからレンタサイクルですか。それについてもですね少し前
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になりますが、根室のほうに明郷というところにありまして、伊藤牧場に視察に行きまし

た。そのときですねそこはフットパスを取り組んでいるんです。フットパスを取り組んで

そういうことで観光客を呼び込もうと努力しているんですが、そこにレンタサイクルがあ

りましたが、その社長さんが言うにはですね、「ママチャリなんて置いたって誰も興味を示

さないんだ。やっぱり、非日常をね味わえるんだったら本当に普段乗れないようなレンタ

サイクルがあると乗らさるんだ。形から入る人が多いから、ウェアもそうですけどヘルメ

ットかなんかも用意してあげる、そういうですね、非日常をねここで実現してくださいと

いう提案をね考えなければだめですよ」ということでした。その明郷の伊藤牧場の社長さ

んはですね、どこをこう参考にしてこのフットパスを考えたんですかと聞いたんですよ。

そしたらね、実はあなたたちの住んでいる鹿追町に何度も通ってですね観光客誘致、それ

からそういうツーリズム考えたという、鹿追町をね随分参考にさせてもらったという話を

伺いました。そのときの黒井課長も一緒に同行してもらいましたけれども、非常にそうい

った非日常のね場面をどうやって演出するかをねやっぱり考えていく必要があるなという

ふうに思いました。またこの報告の中ではですね今治市長が会長さんということでしたが、

昨年、同僚議員とですね広島県の尾道に行きました。尾道はですね非常にサイクリングロ

ードやって楽しんでいるツアー客がいっぱいいました。その人にちょっと聞いたら「どこ

に行くんですか」と聞いたら、「私たちこれから四国に行くんです。しまなみ海道を自転車

専用道路があるんです。それを利用してですね、全国からここを来て四国に行く挑戦をし

たいんだ」ということで、非日常がそこに挑戦できることが提供されているんだと、また

富良野それから美瑛に行ったときもね、ここは台湾のお客さんがね集団で旭川空港に降り

て、美瑛、富良野を回るルートになっているんです。この次はですねそういう台湾からの

ですねお客さんをぜひこの鹿追町、それから北十勝、糠平、それから十勝三股、士幌、上

士幌、そういう連携を取ってですねそういう外国からのサイクリストもですね呼び込める

ような考え方を皆で考える必要があるんじゃないかと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。この自転車、平成２９年に「自転車活用推進法」という法

律ができまして、翌３０年には北海道で「北海道自転車条例」というのも制定をされてい

ます。今、狩野議員おっしゃったようにこの自転車観光の関係については本当に訪日外国



－46－ 

人が増加していること、そしてその訪日外国人の方の観光スタイルというのが物の消費か

ら体験型観光に移っているという状況もあってインバウンド効果も全国に拡大するために

は、自転車を活用した観光地域作りが有望ということで国も本腰を入れて対策というか法

律等を制定しているところであります。先ほど北海道の北海道ブロックの会議、自転車活

用をする市町村長の会議の北海道のブロック会議でもいろんな町から課題や悩み等もいろ

いろ出されております。全て私、資料しっかり読んだわけではないんですけれども、それ

ぞれ地域でいろんな課題がありますし、今、議員さんがおっしゃったような体制の整備、

ハード的な部分それからそれ以外の部分、たくさんあろうかと思います。この会に管内で

も３つ、４つの町も加盟していますし、先ほどおっしゃったトカプチ４００、これについ

ては帯広駅を発着とするコース、当然幌鹿峠、然別湖、これも一応ルートに入っています。

今、具体的にどこをどうまでというのはまだそこまでしっかりと精査はできていませんけ

れども、しっかりと各地の状況だとかそういうのをしっかりと研究して今後どういったふ

うに環境整備をしていくかちょっと時間をいただいてしっかり考えていきたいと思います。

道路の整備なんかも絡むとすれば国だとか道だとかともいろいろ相談しながらということ

も必要になろうかと思います。そうしてやはり湖畔から山田温泉まで非常にいいんですけ

れども道路が非常に狭い状況もありますので、そういうことも含めてしっかりと関係機関

にも要請等を引き続き行いながら研究を進めてまいりたいと思いますのでよろしくお願い

をいたします。 

○議長（吉田稔） 

 ここで申し上げます。大変議場内が暑くなってきましたので、上着を脱いでも結構です

のでお願いします。はい。８番、狩野正雄議員。 

○８番（狩野正雄） 

 やはりこれからどうやるか、これからの話なんですけれどももう既に取り組んでいる南

側の中札内ではですね食とサイクリングを合わせたグルメフォンドというのをやっている

んですよね。そういうことにあるのと、それとサイクリストがね何かこう完走したポイン

トポイントこう回ってきたら完走証もね認めて、それ１枚だけもらうだけでもすごくうれ

しいって言うんですよ。そういうポイントに行きましたよと言ったら間違いなくあなたは

完走したということでそういうこともあってもいいかなというふうに思います。またこう

いう使い方できないかなと既存の施設ありますけれども、例えばですね瓜幕のライディン

グパーク、あそこはね使い方によっては面白いことができるんじゃないかと私考えている
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んです。というのはね、外周コース、８００メートルか１，０００メートルあるのかな。

それからあそこにばん馬用の障害がある。あそこをね年に１回、何時間かしか使っていな

い場所ですけれどもね、あそこにですね最近はね雪道を走れる自転車、タイヤの太いやつ

が出てるらしいんですよ。ですからそういうものをですね持ち込んでくれる人を対象にで

すね、例えば、世界ウインターオフロード大会なんていうのもね打ち上げて、台湾の雪な

んかのない台湾とかそういったところからぜひ挑戦者をですね迎え入れる。またですね砂

地ですけれども雪道もあるそういう非体験ができる、普通は舗装道路は走らないけれども

オフロード、ここでレースやりますよとか体験できますよというと何かこう面白いことで

きるんじゃないかと、そういう世界に向けたですねこうイベントの発信、これね、ぜひと

もやりませんか。いかがですか。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。ご提案ありがとうございます。今お話あったことについては、いろいろ研究をさ

せてください。会場のこと、それからいろんな課題あるかと思いますのでしっかり検討さ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田稔） 

 狩野正雄議員。 

○８番（狩野正雄） 

 ぜひそういったですね今ある施設をうまく利用したイベントなんかも考えてですね発信

する。明郷の伊藤さんにも言われています。鹿追はですね全道のそういう観光事業のお手

本になっているんだということをいま一度振り返り、まだまだ鹿追はですねそういうこと

に挑戦できるものがあるんだということを示していきたいなと。そこでですね先日、視察

調査行きまして山田温泉を見させていただきました。今回の中でサイクリストの休憩場所

に考えたいということだったんですが、休憩場所に使うにはちょっと問題ありそうでした。

今の現状でこれ以前、４年前ぐらいですかね、福原さんから無償譲渡、施設がありました。

そのとき皆で見に行きました。そのときと何ら数年前と変わっていません。変わったのは

温泉の前に大きなフレコンバックがありました。今にも引き上げたらバラバラと落ちる、

壊れそうなフレコンバックでした。これはですね、然別湖の中でも、大雪山国立公園の中

でも開発とかそういうもの施設の建設とか非常に厳しい規制のかかった特別指定地域にあ
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るんじゃないんですか。そういうところに建設廃棄物が道路の脇に置いてあるというこう

いう現実はですねすぐにでも直さないと環境省から指摘を受けますよ。こういう状態を特

別指定地域に放置してはいけません。ですから建設するに、やる前にですね、そういった

周辺の廃棄物の処理、今すぐやらなければいけません。いかがですか。いつまでやります

か。誰がやりますか。答えてください。 

○議長（吉田稔） 

 狩野議員に申し上げます。主旨と若干違っておりますのでテーマ等々も含めてですねこ

れから再質問等々にも気をつけていただきたいと思います。 

○８番（狩野正雄） 

 今３番に関連して言いました。 

○議長（吉田稔） 

 自然、廃棄物等々の申請は出されておりませんので、これはサイクリングロード等々、

またはモデルルート等々の発信でありますので、その一貫として答弁されていますけれど

も、主旨と若干違っておりますので申し添えておきます。答弁、富樫商工観光課長。 

○商工観光課長（富樫靖） 

はい。今の廃棄物というか今、改修に当たっての端材等が置かれているという件につき

ましてお答えさせていただきます。やはりその状況については１日も早く処理をしたいと

いうふうに考えてございますが、それぞれの廃棄場所等々がありますので、そちらのほう

もちょっと時間をいただきまして、１日も早く改善するように処理させていただきたいと

思います。以上です。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか。狩野正雄議員。 

○８番（狩野正雄） 

 今の私の質問はですね、３番のサイクリストの休憩施設を設けるそのための条件をね、

整備しないといけないということの関連であります。ああいうものがこう無造作に置かれ

ていたんではね休憩場所としてふさわしくないということの趣旨でありました。 

○議長（吉田稔） 

 狩野議員に申し上げますけれども、これはまだ改装しておりませんので、今現状的に工

事中でありますのでそこら辺りも勘案した形で質問して下さい。 

○８番（狩野正雄） 
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 分かりました。そういうこともどこが責任を持ってやるかというかも活用方法の中に考

えていただきたいなと。それから４番に入ります。４番はですね、重点道の駅の整備、こ

れやはり今、上士幌もやっています。これから音更もやるということも聞いています。や

っぱりそういった大きな道の駅がこれからどんどんできたときに、そういう道の駅を結ぶ

観光が非常にあります。そういう中で自転車でこう回ってきた人にはですね特典があるよ

うな、そういう道の駅を回ってきたサイクルツーリストに特典をあげるようなものを重点

道の駅として考えていったらいいんじゃないかと思います。いかがでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 お答えをいたします。先ほどの山田温泉の廃棄物等々については、当然町でいろいろ補

修等をしておりますのでそのへんしっかりと問題のないように対応していきたいというふ

うに思います。道の駅の関係でありますけれども、議員おっしゃるように士幌は既に整備

をされて数年たっていて、現在、上士幌町、それから音更町でも計画されております。ま

た今日の新聞に出てましたけれども、音更では十勝川温泉のところを、２カ所目の道の駅

という形になるんでしょうか。若干お金を掛けて整備をするという記事も出ておりました。

道の駅につきましては、そもそもはドライバーが立ち寄るトイレだとか休憩施設として生

まれたんですけれども、だんだん進化を遂げて今のような状況になっています。道の駅だ

けを巡る方も本当にたくさんいらっしゃるぐらい、そういうものになっています。また特

にこの北十勝だけでいってもそれぞれの町の道の駅整備をされることによって、本当にこ

の地域を周遊する方も増えてくるということも当然考えられます。今、ご提案があったサ

イクリスト等にも同じようなことが言えると思いますので、この鹿追の２つの道の駅のあ

り方ということについては、先ほどもお答えをしましたけれども、今後どういうふうに何

らかの形で整備なりということは当然考えていかなきゃならない時期になっているという

ふうに思いますので、今のようなお話も含めて、しっかりとまず内部で検討を進めさせて

いただいて、そして皆さんとご相談をしながら、今、本当に道の駅大きくなっています。

今、計画されている音更町さん、それから上士幌町さんの施設を見ると、全体的の施設を

いうと平屋で２千平米くらいの規模ということになってますので、これ単純にやっても十

数億円の費用が掛かるということになりますので、この財源も含めしっかりと慎重に考え

ていかなければならない課題だというふうに思っておりますのでよろしくお願いをいたし
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ます。 

○議長（吉田稔） 

 再質問。狩野正雄議員。 

○８番（狩野正雄） 

 先ほどの答弁にもありましたように道の駅がですね災害時の防災拠点、防災協力、そう

いう産業振興機能も持たしてあるんだということでありました。数年前ですけれども、栃

木県の茂木町を道の駅を見学したことがあります。そこはですね６次産業化で物作りの拠

点にもなっている。また、今、今日、昨日と台風の影響で千葉のほうでは停電があります

けれども、そういった災害時の駆け込み場所、そういう機能も非常にこれから充実させて

いかなければならない。そういうことでドライバーがこの地域は冬は吹雪もあるわけです。

吹雪で立ち往生した時にどこに行くかということで、そういった防災、災害の避難場所と

しての機能、非常に期待されております。そこでぜひ検討してもらいたいのは、あそこに

非常口がありますが、そういうこの機能を場所につけてですね、ドライバーがここに非常

避難場所があるんだということをですね知らせていく、ピクトグラムというらしいんです

けれどもね、用語では、そういうものもうちょっとでかいものをですね付けてですね、茂

木町では本当にそういうものを幹線道路とかですけれども、そういった人たちが避難場所

が分かりやすいような工夫もされておりました。そういった防災拠点作りも考えた道の駅

の機能の強化、それから充実、ぜひ期待しますのでよろしく。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 道の駅の果たす機能、先ほど地域外から活力を呼ぶ「ゲートウェイ型」、それから地域の

元気を作る「地域センター型」今大きくそんなふうに国では区分をして考えているという

ふうに聞いているところであります。防災の機能につきましては今ご提案がありましたよ

うな話も含めて現状でもできることあると思いますので、しっかりと研究をしてよりよい

道の駅という形には当然していかなければならないと思っていますので、いろいろ研究を

させていただきたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

○８番（狩野正雄） 

 終わります。 

○議長（吉田稔） 



－51－ 

 これで狩野正雄議員の質問を終わります。３番、畑久雄議員。 

○３番（畑久雄）   

 議長のお許しをいただきましたので通告に従って一般質問をさせていただきます。標題、

「観光会議と町のＰＲについて」、要旨、わが町の農業、観光、教育の３本柱を主とした観

光会議について、以前よりその重要性を認定されておることと存じますが、観光シーズン

もあと１カ月余り、天候不順もありますが、なかなか予想される来客数に達しない現状か

と思います。以下２点についてお尋ねいたします。１、今年度目標の数値とそのための施

策は。２、施策別にＰＲの方法と、令和元年度予算額、その実施内容についてお伺いいた

します。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 畑議員からは「観光会議と町のＰＲについて」として、２点ご質問をいただきましたの

でお答えをさせていただきます。１つ目の「今年度目標の数値とそのための施策は」につ

いてお答えをいたします。鹿追町としては、観光入込客数の１００万人という大きな目標

がありますが、現在は災害前の８０万人台に戻すことを当面の目標としております。今年

度の入り込みにつきましては、６月までの集計で、前年比３万人増の７４万２千人となっ

た昨年の各月を若干上回る数値で推移しており、７月から紅葉の時期までの入り込み、さ

らには、冬の然別湖コタンの入り込みに期待をしているところであります。入込客数に対

する施策につきましては、後ほど詳しくお答えさせていただきますが、町と観光協会にお

ける取り組みが鹿追町全体の観光振興を促進させるものとして、各種イベント、国内外の

ツアー造成に向けたプロモーション等を実施しているところであります。２つ目の「施策

別にＰＲの方法と、令和元年度予算額、その実施内容は」についてお答えをいたします。

町における施策としては、グレートフィッシング、花火大会、７０００人おどり、十勝シ

ーニックバイウェイでの活動、総合パンフレット活用、海外プロモーション等の継続事業

と、なつぞら関連近隣町との連携、インバウンド向けモデルコース造成の新たな取り組み

があります。ＰＲの方法はホームページへの掲載、イベントチラシ・パンフレットの配布

が主であり、予算は商工費の中で約１，２２０万円を事業費として実施しております。実

施内容についてでありますが、ホームページへの掲載は、町・観光協会のほか十勝観光連

盟をはじめとする関係機関におけるホームページ上において、イベントチラシは新聞折り
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込み・行政区回覧の利用のほか、近隣の観光案内所等へ配布し、パンフレットは、札幌市

をはじめとする観光案内所、官公庁、観光事業者、各種イベント、職員の出張・視察の折

においても活用しております。この他、海外プロモーションでは、ここ数年は、台湾また

はタイの旅行会社３０数社を訪問し、ツアーの造成を働き掛けをしております。次に観光

協会における施策としては、修学旅行誘致プロモーション、然別湖における湖水開き、道

の駅イベント、白蛇姫まつり、さっぽろオータムフェスト、ハッピーバースディキャンペ

ーン、然別湖コタンの継続事業と、幌鹿峠開通イベント、なつぞらスタンプラリー、なつ

ぞら舞台十勝の旅モデルコース造成等の新たな取り組みがございます。ＰＲの方法、実施

内容は、町における施策のものとほぼ同様であり、同協会の事業予算、約１，４３０万円

の中で実施をしております。修学旅行誘致プロモーションでは、ホテル風水、然別湖ネイ

チャーセンター、鹿追町の３者がアウトドア体験等の素材を含めたＰＲを東京、大阪を含

めた数都市の旅行会社を２０社前後訪問しツアー造成を求めているところであります。以

上のように、町をＰＲするための取り組みと観光事業者の振興を中心とした取り組みを併

せて展開することにより、本町への誘客促進を図っているところでありますが、今後にお

いても町と観光協会が同じ方向を向いて事業展開ができるよう、創意工夫を重ねてまいり

ますので、ご理解をお願い申し上げて答弁とさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

○議長（吉田稔） 

 再質問、畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

 今のご説明の中になかったことだと思うんですけれども、私は３本柱についてお尋ねを

しておるところです。中に教育だとか、農業関連についてのものがあるのかないのか。今

のお答えではちょっと分かりませんが、やはり来町者増加という意味から観光会議なるも

のができたと私は理解しております。そういった中でレベルの高いところでのいろんなイ

ベントの調整、日程の調整もあるでしょう。そして当年度の来客目標、どの程度に設定す

るか。そのための施策がどうあるべきなのか。そういったことまで考えられていると私は

思っておるんですけれども、そのへんについてお聞きします。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、富樫商工観光課長。 

○商工観光課長（富樫靖） 
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 今の畑議員さんからの質問にお答えをさせていただきます。観光会議ということでござ

いまして、今の予定でございますけれども１０月の初めにまた町の主なる業者の方、トッ

プの方にちょっとお集まりいただきまして今の観光についてご意見をまた伺おうというふ

うに計画はしているところでございます。それを踏まえまして、今、回復傾向にあります

入り込みについて、さらにどのように増やしていくかというところもその中で討議をして

いただきまして進めてまいりたいというふうに考えてございます。以上でございます。 

○議長（吉田稔） 

 畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

 今の説明の中になかったんですけれども、例えば目標と定めております今年度の７４万

という数字に対して、この農協関係、農業関係ですね、それから教育関係は入っているん

ですか。入っていないんでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、富樫商工観光課長。 

○商工観光課長（富樫靖） 

 はい、今お話させていただいた中に教育、それから農業関係についての取り組みについ

ては含まれておりませんが、間接的に関連はしているところもございますのでご理解いた

だきたいというふうに思います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 先ほどの答弁の中の７４万２千人というのは、一昨年の数字に比べてうんぬんという数

字でございます。それで当面の現在の目標としては、災害前のまず８０万人台に戻すこと

が現状の目標だということでご理解をいただきたいと思います。あと農業、教育関係のう

んぬんという話でしたけれども、皆さんご存知のように町の環境の取り組みということで

バイオガスプラントを中心とする視察というのは相変わらず年間数千人規模でお見えをい

ただいております。そういった方の来訪についても当然この８０万人の中に当然含まれて

おります。また小中高一貫教育の取り組みについてもやはり本町では早くから取り組んで

いたということもあってそういう関連でお見えいただく方も相当いるというふうに私は思

っておりますので、当然それらも含めた中で今後の入込客の増加に向けた取り組みは今後
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も続けていかなければならないというふうに思っております。 

○議長（吉田稔） 

 畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

 さまざまなメディアあるいはマスコミ、あるいはネット等でＰＲ活動されております。

中でもパンフレットによるＰＲ活動についてお尋ねをしたいと思います。まずわが町を知

っていただくということが、第１の目標でありますのでパンフレットは重要な方法の１つ

であると考えます。例えばふるさと納税の返礼品の中に町長のお礼の言葉と共にパンフレ

ットを同封しているのかいないのか。そういったこともお尋ねしたいと思います。その点

について。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、富樫商工観光課長。 

○商工観光課長（富樫靖） 

 ただ今のふるさと納税の返礼品の中に町のパンフレットが入っているかというご質問に

ついてでありますが、返礼品はそれぞれその事業者が主に発送している中で、町のパンフ

レットは同封していないというふうに私のほうでは認識しているところでございます。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか。畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

 パンフレットを入れていないというご返答ですね。本当にもったいないことだと思うん

です。やはり例え返礼品にしても、町長のお礼の言葉とともにわが町を知っていただくと

いう重要なことがあるわけであります。ぜひ入れてもっとＰＲしていただきたい。そうい

う思いであります。じゃあ質問を変えます。このパンフレットのＰＲ活動についてお尋ね

したいと思います。３１年度の今年度のパンフレットを作っておられると思いますが、こ

れは前年度のものに一部修正しながらのものと思いますが、どのくらい作られております

か。またそれは４月から１０月末、いや、来年３月までの必要部数だと思いますが、そし

て現在の在庫数、教えていただきたい。 

○議長（吉田稔） 

 富樫商工観光課長。 

○商工観光課長（富樫靖） 
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 はい、今のご質問、総合パンフレットについてのご質問だというふうに思いますのでそ

ちらについてお答えさせていただきます。パンフレットは当初１万冊、日本語版１万冊、

それから英語版３千、繁体字・簡体字それぞれ３千部ずつ印刷しております。平成３０年

度に日本語版を５千部追加印刷、本年度に入りまして７千部日本語のパンフレットを印刷

してございます。そちらの在庫数でありますが、日本語版のほうは約６，７００部、それ

から英語版が１，４００、繁体字が１，８００、それから簡体字のほうが２，３００とい

うふうな在庫状況でございます。 

○議長（吉田稔） 

 再質問、畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

必要在庫があるというお答えでありますが、８月に行われた蕪墾祭、これにおいてお客

さまにお礼の言葉でパンフレットを入れるチャンスだと思ったんですが、それが入ってい

ないということ、先の議会でお話を聞いております。在庫部数はあるのにどうしてそうな

ったのか。ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、富樫商工観光課長。 

○商工観光課長（富樫靖） 

 はい。今の蕪墾祭、蕪墾祭じゃなくて馬耕忌、馬耕忌ですね、その際に町のパンフレッ

トがお客さまのところに配布されていなかったということにつきましては、観光ＰＲする

機会がさまざまな場面にあるという認識がちょっと欠けていたということで反省している

ところでございます。今後、本町に限らず行事等、十分把握した上でこのパンフレットを

有効活用していきたいというふうに思っておりますのでご理解いただきたいというふうに

思います。 

○議長（吉田稔） 

 畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

 非常に大勢のお客さまが来た中でそういう事態が発生したということは非常に残念であ

ります。非常にもったいないことであります。そこで観光会議というのは言ってみれば横

の連携でその会議だと思うんですけれども、わが町には多くのイベントがあります。日程

の調整から場所の選定から予算の関係とかいろいろありますが、そのための観光会議であ
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り、年度内の全体が相談されている場でもあると、私はその重要性は言うまでもありませ

ん。今後について再認識され、ご協議いただきたいと考えるものであります。そのへんの

町長の考えをお尋ねします。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい、お答えをいたします。観光会議のあり方というか、なんですけれども、ちょっと

もしかしたら私と畑議員さんの認識が違うのかもしれませんけれども、町全体の観光の行

事とかの日程の調整とかそういうことではなくて、私はもっと大きな意味と言ったらちょ

っと語弊がありますけれども、町の鹿追の観光が今後どうあるべきなのかとかそういう何

というんですか、現状もそうですけれども、将来に向かって鹿追はどういうふうに進んで

いくのかということを議論するのが観光会議のあり方なのかなというように、そういうイ

メージを持ってその会議、なかなか私の日程もあって、なかなか調整がつかなくて開催が

遅くなって大変申し訳ないんですけれども、そういう形で１０月中に何とかその観光会議

という形で開催をしたいなというふうに思っているところであります。また、先ほどのパ

ンフレットの話ですけれども、ああいう大きい行事があるということは、町の庁舎内でも

もちろん分かっていたところなんですけれども、そのへんのせっかくの機会だということ

で、ＰＲのせっかくのチャンスだったということは、そのとおり、おっしゃるとおりだと

思いますので、庁内で毎週月曜日、課長会議もやっておりますし、行事のこともそのとこ

ろでも話されているところではあるんですけれども、ちょっとなぜかそこまで至らなかっ

たということもありますので、今後そういうことのないようしっかりと調整をしてＰＲで

きる機会はしっかりと対応していきたいというふうに思っております。 

○議長（吉田稔） 

 はい。畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

 最後に町長にお尋ねいたします。町長は本州への出張の折は、かばんの中にパンフレッ

トを何部か持参されていると思いますが、職員の方々もわれわれもそのような行動をしな

ければと私は思います。どうか来客数増加のために、われわれ皆がそういう気持ちを持っ

て行動するようにしたいと思う考えでありますので町長お考えをお尋ねいたします。 

○議長（吉田稔） 
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 喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。私、東京に行く機会は結構多いんですけれども、結構行く

場所が限られているというか、関係省庁だとかそういうところが多いのでいつもバックの

中にパンフレットが入っているかというとそうでもないということもあります。今後はや

はり少し入れて、他に顔を出す時間があれば、そういうことも含めてしっかりと私もＰＲ

できるように取り組んでまいりますのでよろしくお願いをいたします。 

○議長（吉田稔） 

 よろしいですか。 

○３番（畑久雄） 

 終わります。ありがとうございました。 

○議長（吉田稔） 

 これで畑久雄議員の質問を終わります。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開は１１時１５分といたします。 

休憩 １１時０１分 

再開 １１時１５分 

○議長（吉田稔） 

 休憩前に引き続き会議を再開いたします。２番、山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 議長のお許しをいただきましたので、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。

標題、「町立病院運営にコンサルタントの活用を」、ご答弁は町長にお願いいたします。鹿

追町国民健康保険病院は、町内唯一の入院病床を有する病院で、地域医療の拠点であり、

町民の安心のためになくてはならない病院です。２０１９年３月、長年ご勤務いただいて

いた２名の医師が定年退職をされ、４月より新しい院長先生による診療体制がスタートい

たしました。鹿追に来ていただいた院長先生をはじめ、交代でご勤務いただいている医師

の先生、また看護師・技師等医療職の方々、事務や調理や清掃等施設管理を担っている方々

等、町立病院の運営に日々ご努力をいただいていることに、町民の１人として、改めて、

敬意と感謝を申し上げます。自治体病院には、過疎地や救急等、採算性の面から民間医療

機関には担えない医療を提供すること等の使命、役割があります。採算性のみに注目して、

自治体病院のあり方を語ってはいけないと思います。しかしながら、地域医療を確保する
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という観点からも、持続的、安定的に病院を運営していかなければなりません。そこで町

長にお伺いします。１、町長の病院運営の方針・ビジョンはどのようなことでしょうか。

２、院長先生の診療方針はどのような方針でしょうか。３、医師招へいについてはどのよ

うな方針をお考えでしょうか。４、外部の自治体病院経営の専門家や有識者、コンサルタ

ントを活用するべきと考えますが、いかがでしょうか。５、町民の医療・介護ニーズを把

握し、可能な限り住み慣れた地域で生活を継続することができる包括的な支援やサービス

提供体制の構築を目指す地域包括ケアシステムの実現のため、また、感染症対策の一環と

しても、町内の介護施設や介護サービス提供事業者、ケアマネージャー、民間医療機関等

との連携、情報交換が必要であると思います。医療・介護関係者に声をかけ、地域の医療

課題や町立病院のあり方等について意見交換する会議の場を定期的に持つべきと考えます

が、いかがでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 山口議員からは「町立病院運営にコンサルタントの活用を」と題して、ご質問をいただ

きましたので、順次お答えをいたします。鹿追町国保病院は、今年３月に院長・副院長共

に定年退職ということになりまして、４月に新たに林修也院長先生をお迎えして、看護師

はじめ各医療スタッフともにまた新たな体制で病院運営を行なっているところであります。

町内唯一の入院施設を持つ病院として、さらには救急指定病院として２４時間救急医療の

受け入れを堅持し、町民皆さまが生涯安心して住み続けられるまちづくりの一翼を担うべ

く取り組んでいるところであります。１つ目の「町長の病院経営の方針・ビジョン」につ

いてお答えをいたします。高齢化の進展による医療ニーズの変化により、病院で「治す医

療」に加え、病気を抱えながら地域で生活できる「支える医療」へ変化していくことが求

められる中、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年に向けて、患者の状態に即した適

切な医療・介護が適切な場所で受けられる医療提供体制や地域包括ケアの構築が必要とさ

れており、町内唯一の救急医療機関として急性期一般病床２３床と医療療養病床での治療

を必要とする入院患者の受け入れを継続し、慢性期２７床を堅持していく考えであります。

さらに、保健・医療・福祉・介護と連携した地域包括ケアシステムを構築し「地域で支え

る医療」に向けた体制作りを推進し、地域医療の核である町立病院の機能強化・福祉施設

の充実・環境整備に努め、高齢者・障がい者が住みよいまちづくりを推進してまいります。
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２つ目の「院長先生の診療方針」についてでありますけれども、当然医学的なことについ

ては、私が代弁できるものではありませんので控えさせていただきますけれども、林院長

は着任にあたって「予防医療と老後のサポートをスローガンに、町内の医療、看護、介護、

社会福祉、行政の方々と協力して町民の健康を支えていきたい」という抱負を語っており

ます。また、広報しかおい５月号の中でも町民皆さまに対して述べられているところでも

ございます。３つ目の「医師招へいについてどのような考えをお持ちですか」についてお

答えします。２人目の常勤の先生については現在、全国自治体病院協議会及び北海道地域

医療振興財団と連携しながらホームページ等での医師の募集を全国的に行なっているとこ

ろであります。さらには、関係機関並びに医科大学等を通じても情報提供をお願いすると

ともに、林院長先生の人的、個人的つながりによっても医師の募集を進めているところで

あります。林院長先生と地域医療への思いを共有できる方を招へいしたいと努力しており

ますのでご理解をお願いをいたします。４つ目の「外部の自治体病院経営の専門家や有識

者、コンサルタントを活用するべきと考えますが」についてお答えをいたします。現在、

医療事務等を委託している業者との間には「病院運営に対するアドバイス」についても委

託内容に含まれており、医療請求のほか施設基準等に関しても日々情報共有しながら適切

かつ効率的な病院運営に取り組んでいるところであります。医療を取り巻く状況は日々変

化をしており、研修会等への参加を通しても幅広く専門家や有識者の意見を取り入れ病院

経営に生かしてまいりたいと考えております。５つ目の「医療・介護関係者に声をかけ、

地域医療課題や町立病院のあり方等について意見交換する会議の場を定期的に持つべきと

考えますが」についてお答えをいたします。今年４月に林院長が就任されて以来、特に保

健・福祉関係者との話し合いの場を設けております。町の状況や医療・保健に関わる施策、

福祉施設の連携のあり方等内容は多岐に渡っており、ともに地域医療を考える場ともなっ

ています。広域的な取り組みとしては、平成２７年に白川前院長及び新得クリニック、清

水赤十字病院の両院長先生が世話人となり、鹿追町・新得町・清水町による「３町医療ネ

ットワーク」が立ち上げられ、地域医療関係者や行政関係者が参加し講演会や情報交換会

を通して医療・介護・福祉の連携と協働に向けた環境づくりを行いました。現在は、各町

での取り組みに発展させ、昨年度から鹿追町在宅医療・介護連携推進協議会の事業として

福祉課と協力しながら鹿追町地域包括ケアの会合が行なわれているところであります。今

年７月２４日には、町内の医療、薬局、看護、福祉の関係者が一堂に会し「在宅医療・介

護連携トーク＆トーク」と題した研修会が開催されたところであり、その中で鹿追町国保
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病院、林院長先生とみやざわ循環器内科クリニック、宮澤院長先生に在宅診察医の立場か

らこれまでの経験や思いを語っていただきました。今後とも意見交換と情報共有を行いな

がら医療・介護・福祉の連携を図ってまいりたいというふうに考えております。以上、申

し上げて答弁といたします。ありがとうございました。 

○議長（吉田稔） 

 山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 今回、私は、鹿追の町立病院を応援していきたい、守っていきたいという思いから今回

の一般質問のテーマに取り上げさせていただきました。町立病院経営の主体は町であり、

人事権や予算執行権全て町長にあります。民間の病院ですと、院長が経営責任者でもあり

ますが、自治体病院では経営の責任者ではありません。今回４月からせっかく鹿追に来て

いただいた院長先生です。ですから、診療に集中していただけるような環境づくりを町側

がしていかなければならないと思います。まず町長の病院経営の方針、ビジョンというの

がまずありまして、町立病院のあり方、また、担うべき部分、どういう病院を目指してい

くのかという方向性、計画がまずベースにあるはずだと思います。鹿追の町立病院は、帯

広等都市部にある高度急性期病院とは違う役割があると思います。回復期、療養期をきち

んとケアしていくという役割が求められていますし、帯広市内等の病院での手術が終わっ

て地元に帰ってくる時に、地域でちゃんと受け入れていくということが患者さんが例えば

帯広まで通う時間であったり、費用の面からも患者のため、またその患者さんの家族のた

めになると思います。町立病院をしっかりと維持していくためにも、町立病院で担うべき

部分、そして担わない部分というのをしっかりと明確にして、町民にも知らせていく必要

があるかと思います。お伺いしますが、町民の方々へもまずは町立病院に行くということ

が町立病院の維持のために役立つというようなことを知らせていくというようなことも大

事かと思います。そういう共通認識を持ってもらうという点で町民を巻き込んだ議論の必

要性についてはどのようにお考えでしょうか。お伺いします。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 お答えをいたします。自治体病院の役割、当然山口議員さんがおっしゃるとおり民間病

院とは違うというのはもちろん当然のことであります。それで確かに民間の病院との違い
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は当然人事のこと、それから予算のこと、そういう確かに町長との役割分担っていうのは

もちろんあると思いますけれども、役割分担はあるにしても当然病院の医療の責任者とい

うのはもちろん院長先生でありますから、そういった形で人事のこと、それから経営のこ

とも当然院長先生なんかと相談をしてくのは当然のことで、町側で一方的にということは

もちろんそういう形にはならないのは当然のことであります。鹿追のこの病院が果たす役

割というのは、当然理想は鹿追で全てできればそれに越したことはありません。ただ現実

的にそういう形にはなりませんから、十勝の圏域の中で当然役割分担というのがされてい

ます。それで帯広の専門病院になかなか通うことができないという方々のために月数回な

り、週１回なりの専門的な先生をできるだけお願いをして患者さんの利便性に資すると、

そういう形で運営をしており、今後もできるだけそういう形で進めていかなければならな

いというふうに思っています。町民全体で、町民全体というか、いろんな立場の方で町の

病院のあり方を議論する必要性については、そういう必要性を否定するわけではありませ

んけれども、そういう大きな課題というのがあれば別でしょうけれども、現状では確かに

常勤の先生がまだ２人目の先生が固定をされていないとか、当然さまざまな課題はありま

すけれども、先ほどお答えをしたとおり病院経営についてはもちろんですけれども、病院

だけの当然問題ではなくて、先ほど申し上げたように介護、いろんな関係者とのいろんな

協力体制で鹿追の地域の住民の方々の医療や介護のことというのは今後とも当然進めてい

かなければならないというふうに思っておりますので、関係者が今非常に良くコミュニケ

ーションをとってやっているというふうに私も思っておりますので、当面この形で進めて

いくのが良いのではないかというふうに思っております。鹿追の病院の経営のあり方につ

いては、実は平成２８年度に鹿追町国民健康保険病院新経営計画改革プランというのを実

は５カ年計画を作っておりまして、もう２年以上前なんですけれども、議会、議員の皆さ

まにも資料を配付をさせていただいたというふうに聞いております。大まかな病院の経営

の考え方というのはやはり今これに基づいているというふうに私は思っておりますので、

ご理解をいただきたいというふうに思います。以上でございます。 

○議長（吉田稔） 

 山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 町長のご答弁にありました現状、常勤のお医者さんが２名体制にはなってはいないけれ

ども、大きな課題はないという形のご答弁でしたけれども、改革プラン、５カ年計画の改
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革プランですね、ちょっとそのプランどおりに進んでいるのかなという点と、お医者さん

が常勤の２名体制じゃないということは一番病院にとって最も大きな、早急に解決しなけ

ればならない課題だと思います。私の通告書の３でもお医者さんの招へいについてという

ことで質問をしていますけれども、そのご答弁では関係機関のホームページで募集を行な

っており、また、情報提供もお願いしているというお話でした。このやり方で前町長時代

からやっている、他にも町長が表には出せない所でいろいろな所で人に会っていろいろご

努力されているということはもちろん私たち議員にもたびたび説明はいただいていますし、

非常に努力をされていると、それは分かっています。ただ、この医師が見つからないとい

う状況が何年か、２名体制になっていくために医師が見つからないという状況が何年か続

いているという状況です。努力はしていただいていますけれども、結果としてなかなか見

つからない。これは鹿追町の病院だけではなく、全国的な問題であるので大変難しい課題

であるということは私も認識していますが、現在常勤医師お１人で院長先生は本当にお忙

しくて、過労の状態になってしまわれないか、私も町民の皆さんも心配をしています。大

変お忙しい状況ですので、経営のことも町長と話し合うとか、診療に集中するとかそうい

う状況にはなかなかならないのかなと思います。鹿追町立病院としてはどんな医師に来て

ほしいかということを明確にしてですね、募集のお医者さんもターゲットを絞ってはどう

かと思います。例えばですけど整形外科の先生がほしいということであれば、あと２、３

年で定年を迎えられる整形外科の先生を全国でピックアップしてそちらの先生に会って話

しをするなり、お手紙を書いてみるなり、そういうふうにしていくのがいいのかなと思い

ます。全国に定年を迎えられるお医者さんというのは毎年たくさんいらっしゃるので、そ

ういうお医者さんをターゲットにアプローチをしていくのも一つの手かと思います。町長

や事務長がずっと何年も医師を探し続けているっていうのは、町長にも事務長にも他にい

ろいろお仕事ありますので、ちょっと違うのかなと思っていまして、期限を切っていつま

でに医師を自力で見つけられることができなければ、医師紹介会社等を活用するのも一つ

の手かと思います。そういう会社に頼むと数百万かかるということですけれども、結局町

長や事務長が医師招へいにかけている時間や労力、それが何年も続くということを考える

と活用する余地はあるのかなと思います。それで私、先日、伊関友伸先生という先生の講

義を同僚議員と一緒に８月１９日に札幌で受けて来ました。城西大学経営学部の教授で、

伊関先生は研究テーマが「自治体病院の経営変革」で、総務省や内閣府の公立病院改革に

関する研究会の委員等もされている先生です。この先生にアドバイスを求めましたところ、
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医師招へい対策室というのを役場に作ってですね、そこの室長に全国を回って営業をして

もらうとか、そういうことも良いのではというふうに言っていました。医師招へいについ

てもう少し詳しく現在の活動等教えていただければと思います。 

○議長（吉田稔） 

 はい。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 山口議員の質問にお答えさせていただきたいと思います。林院長が今年４月から赴任さ

れて以来、約半年程度、今経過しているのかなと思っております。その間、喜井町長が５

月から就任され、これまで数度、私も含めて事務長も含めて林院長とは経営のあり方、医

師のあり方、病院のあり方について協議をさせていただいております。その中で林院長か

らはですね、当初から、できれば年度内に見つかればいいのかなと。それまで焦らずじっ

くりと探していきたいというふうに院長からお話がありました。当然町長ですね、設置者

としてそういうお話も聞きながらですね、いろんな手段を講じていかなければならないと

いうことで、先ほどお答えをさせていただいております自治体協議会、あるいは札幌にあ

ります地域医療振興財団等々に出向いた中で、さらに２人目の医者を確保したいというふ

うに思っているところであり、今現在、院長先生と話しているのは、第１には、整形外科

の先生に来ていただきたい。第２には、循環器内科の先生というふうな順位であります。

林先生はですね消化器内科の専門医でありますので、消化器内科の先生というような形で

の応募があっても、今の院長先生の仕事をシェアするだけで広がりを持たないと。ある程

度自分ができない分野を担ってもらえる先生に来ていただきたいというお話を直接お伺い

しているところであり、町長も私もその点については、そうなんだというふうに納得して

いるところであり、やはり整形外科、あるいは循環器内科の先生について集中的に今後も

焦点を合わせて探していきたいというふうに思っていますし、今のいろんなホームページ

等々で掲載をしておりますので、何人かは紹介があるんですが、どうしても今言った順位

に該当する先生ではない場合がありまして、せっかく応募していただいている部分もある

んですが、実際にはお断りせざるを得ないという状況も現実問題あります。やはり鹿追町

にとって必要な医師の確保、それは整形であり循環器内科でありということでありますの

で、そのへんを重点的に今後も対応していきたいというふうに思っていますので、よろし

くお願いを申し上げます。 

○議長（吉田稔） 
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 喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 ちょっと私の答弁が悪くて誤解を受けたとしたらちょっと申し訳ないのでお答えをもう

１回させていただきますけれども、私が申し上げたのは課題は沢山あります。病院として

の課題はたくさんあります。ただいろんな町内の医療だとか介護の関係者だとか、それか

ら民間の病院を含めていろいろ相談することを今もやっていて、そういう状況以上に何か

の例えば町民を巻き込んでということの話し合いをする場を設ける必要は、今のところは

ないのではないかというふうに考えているところでありまして、現状はもちろんさまざま

な課題があって医師招へいの関係についてももちろんそうです。今、副町長が答弁したと

おり私たちも当然院長先生の体のことを一番心配をしていますけれども、ただ、今、副町

長が答えたとおり、ちょっと言葉は悪いですけれども、お医者さんであればどんな人でも

良いのかというとなかなかそういう状況にはないということですので、そのへんはしっか

り院長先生と話をして、ただホームページだけに出して待っているわけではありませんの

で、そのへんご理解をいただきたいというふうに思います。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか、山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 はい。分かりました。私が申し上げたことについてもちょっと補足をさせていただきま

すが、私が町民を巻き込んだ議論の必要性、町民に共通認識を持ってもらうという形で申

し上げたのは、町民の方に会議の場に来ていただいてということではなく、町民の方に対

する啓発、啓蒙という意味で申し上げたことですということを一つ補足をさせていただき

ます。医師招へいについてはこちらからはよろしくお願いしますとしか申し上げられませ

んが、よろしくお願いします。次の４番のコンサルタントの活用について質問を移らせて

いただきますけれども、初めのご答弁の中で医療事務を委託している業者に、その契約の

中に病院運営に関するアドバイスも委託内容に含まれているというお話でした。これは医

療事務を委託している業者というのは、決算書を見てみますと株式会社医療保険経理研究

所から４名派遣していただいていて、１，９６０万２千円払っているというこの部分とい

うことでよろしいでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、平山事務長。 
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○国保病院事務長（平山宏照） 

 お答えいたします。ただ今、山口議員から指摘があった部分で間違いございません。 

○議長（吉田稔） 

 山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 では、ここの会社に過去に病院運営に対するアドバイスをどのようなアドバイスを受け

たのかという点を質問させていただきます。 

○議長（吉田稔） 

 平山病院事務長。 

○国保病院事務長（平山宏照） 

 非常に多岐に渡っておりますので簡潔に述べさせていただきます。一般病床の管理につ

いては、基準額が決められております。看護師体制も含めてどのような看護基準におけば

安定的、継続的に収益が上げられるのか、またどのような加算が取れるのか、将来的にど

のような可能性があるのか、その可能性はどのような程度があるのか、具体的に言います

と今、一般病床が特別の範囲になっていますけど１５対１とか、可能があるのか、あらゆ

る可能性も含めて互いに情報交換、データを見ながらやってきております。また、日常の

診療においても例えばドクターが訪問診療、診療行為を行うにあたってこのような医療を

提供するんだけれどもこれはコストとして請求できるのかというようなもの、あと薬につ

いてもどれだけが量として出せるのか、要するに基準に沿った内容で適正な医療を患者さ

まに提供をするにあたって病院としてできることは何なのか、また収益はどのように上げ

られるのかということも含めてアドバイスを受けております。以上でございます。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか、山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 分かりました。もう１点、研修会等に参加して日々の変化している医療の状況を学んで

いるというお話しでしたけれども、この研修会に参加しているというのはどなたがどうい

った研修、病院の経営に関する研修に参加しているということでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 平山病院事務長。 

○国保病院事務長（平山宏照） 
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 お答えいたします。各行政主催の研修会もございますし、例えば全国病院の病院協会等

の主催もございます。そこには自治体病院の運営に関する特化した研修会もございます。

それに関しては私が参加する場合もありますし、その他の事務員、補佐に行っていただく

こともありますし、幅広く１人がこういう知識を持つのではなくて今後継続してこの知識

を生かせるように役割分担といいますか、参加するように心がけております。この自治体

病院の研修会においては国の機関からも説明員が来て今の自治体病院を取り巻く状況の説

明、未来に対してどのように国の医療体制が移っていくのかも含めていろいろ説明を伺う

ことができますので、病院の中でのアドバイスを受けての日々の運営とは違って、広い視

野から医療を取り巻く状況を探る、あと重要なことを研修するという場となっております。

以上でございます。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか、山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 分かりました。先ほど触れました城西大学の伊関先生の研修を受けてきたという話です

が、伊関先生からの提案でいくつか学んできたことを共有させていただきたいと思います。

先生おっしゃるには、多忙な医師をサポートする医師事務補助や入退院を管理するメディ

カルソーシャルワーカー、入退院の管理は医師や看護師がやっていたのではだめだそうで

す。診療報酬の加算を確実に取得するための診療情報管理士や回復を早めるためには管理

栄養士がしっかりしていること等が大事だというふうにおっしゃっていました。また、鹿

追では看護師さんも不足していうというのも課題だと思いますけれども、看護師さんは今、

行政職の給与表を適用しているかと思いますが、その給与表によりますと、若いうちは安

くて２０代、３０代の看護師さんはなかなか来ていただけないということだそうです。伊

関先生おっしゃるには看護師の採用には初めの初任者の給料こそ一番大事であって、看護

師の初任者手当てを付けたら良いのではないかとおっしゃっていました。それは若いうち

は給料が高くなるように、例えば１年目は２万円手当てを付けて、２年目は１万８千円、

３年目は１万６千円という形で、１０年でゼロになるようにして、若いうちの給料が高く

なるように手当てをする。また奨学金等を持っている看護師の奨学金返済の免除を考えて

いく。また看護師さんの休憩室やトイレ、そういう所をリフォームして快適にする。募集

も近くだけではなくて全国に募集をかけていく。これは看護師も医師も同じだそうですが、

そういうことをおっしゃっていました。中でも先ほど事務長のお話の中にもあったことと
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重なりますけれども、診療報酬の加算を必ずちゃんと取るということが一番大事で、国の

総務省の示す新しい公立病院改革ガイドラインでは、経営に関する指標の中で人件費の比

率や病床稼働率は経営判断の指標にはならないので、指標から削除されたそうです。総務

省の公立病院経営改革事例集によると、経営の改善がしている病院は全て職員数を増やし

て診療報酬加算を取っているということだそうです。病院の経営は一般の株式会社の経営

とは違って、人に投資して看護師の、例えば鹿追でいくと一般病床の１５対１の加算を確

実に取るように看護師を採用して加算を取ると、鹿追町の病院の入院の単価も平成２７年

では１万８，２９３円だったのが、徐々に徐々に下がってきて、平成３０年では１万６，

８０５円と、自治体病院の類似団体の平均の１日当たりの入院単価というのは２万３，６

３０円だそうです。これは診療報酬加算の段階が一つ上がれば４００点、または３００点

ぐらい上がっていくので、これは４千円、３千円になります。これが鹿追町の一般病床の

入院、年間入院者数が５，３７７人、これ平成３０年の実績ですけれども、これを掛ける

と２千万とか、そのぐらいの増加になるということです。私も詳しいことは正直言って分

かりません。今回、この一般質問をするにあたり独学で勉強した部分も多いですし、正直

難しくて大変専門的な部分に入っていくと思うので、これやはりその自治体病院の医療経

営の専門家の助言というのが必要だと思います。先ほどご答弁にもありましたけれども、

国の動向も医療を取り巻く状況も日々変わっていくので、こういう専門家の助言、コンサ

ルタントの活用というのは改めて活用していただきたいと思いますが町長のお考えをお伺

いします。 

○議長（吉田稔） 

 喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 お答えをいたします。私も病院経営の本当に隅々の詳しいところまで分かっているわけ

ではありませんけれども、病院は先ほどお医者さん、医師の関係ももちろんそうですし、

看護師の確保、あるいはうちであれば薬剤師もそうです。あと他の技術者、いろんな職種

の技術の方がいらっしゃいます。こういう時代にあってどこでも人手不足、特に医療関係

に限らず技術者の確保というのは非常に難しい課題になっています。当然おっしゃるよう

に人的体制を整えてしっかりと診療報酬の点数を高いところでもらうというのはもちろん

それが一番経営を改善させるという、多分そういうことなんだろうと思います。給与の給

料表の関係も山口議員さんがおっしゃるとおり、どうしてもうちの場合は正職員について
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は医療職の給与表を採用しておりませんから、おっしゃるような現状にあることも私は承

知をしています。そういった課題、いろいろあります。本当に細部、詳しいところまでい

ろんな形でコンサルさんにお願いするという必要性があるとすればですね、その時はいろ

いろ検討をしていきたいと思いますけれども、現状今そういうことで今の会社、いろんな

情報やアドバイスをいただいていますので、そういったところにいろんな形で情報をいた

だいたり、いろんな形でそういう研究することはまだこの段階でも可能だと思っています

ので、必要性に応じて専門的な意見を聞くことは可能だというふうに思っていますので、

そういう形で今後ともしっかりと経営の、当然プラスというか黒字ということでは交付税、

救急関係の交付税等でさらに一般財源を入れてということで経営をしていますから、経営

の改善につながることはしっかりと今後ともやっていきたいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか、山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 コンサルタントについて検討、研究をしていただけるということで、ぜひお願いしたい

と思います。その際に全くの第三者の人を選んでほしいなと思いまして、町内の人と知り

合いですとか、親戚ですとか、そういう関係のない第三者で現場に入っていただいて、現

場のスタッフの声をきちんと聞いてその上で調整していただけるような形が一番望ましい

のかなと思いますので、個人的な希望ですけれども申し添えます。５番についてですけれ

ども、医療介護関係の会議というか、情報交換の場というようなことで、今年の７月にそ

のような研修会を実施されたり、地域包括ケアの会合が行われているというご答弁であり

ました。これすごく良い取り組みだと思いますので、ぜひ続けていっていただきたいなと

思います。鹿追の国保病院の運営とも絡んでくるかと思うんですけれども、町民、患者さ

んがまずどこの病院に行くかという時に、国保病院に行く人、町内の民間のクリニックに

行く人、帯広等の病院に行く人というのは患者層が違うと思います。そういった分析も必

要かなと思います。新得町の事例ですけれども、新得町では平成２３年に地域医療介護協

議会という会をもって町内の事業者の介護サービスの事業者や歯医者さん、薬局、もちろ

んお医者さん、感染症等の情報を共有とか、それぞれどういった患者さんがどういったニ

ーズを持っているのかという情報交換をすることで、新得町全体の患者ニーズの分析等を

したそうです。その協議会は提言をまとめて町長に提出して解散したそうなんですけれど

も、現在でも地域医療介護懇話会という形で形を変えて情報交換は続いているそうです。



－69－ 

こういうような場が鹿追でも必要と思います。この点についてお伺いします。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 お答えをいたします。私が先ほど答弁したこの会、実は都合がつけば私にもと言われて

いた会合だったんですけれども、ちょっとその時はあいにく都合が悪くて参加はできなか

たところであります。おっしゃるような患者さんの動向、かかりつけの先生とかいろんな

ことがありますから、皆が皆、町立病院ということにはならないと思いますし、通院の手

段、いろんな状況がありますので、それぞれいろんな状況が考えられるところであります。

ご提案の新得町の状況なんかもよく研究をして、今後どういうふうにあるべきかというこ

とをしっかり考えていきたいと思っております。またコンサルの関係いろいろお話しあり

ました。確かにコンサルさんについてはいろんな他の病院との係わりだとか、いろんな難

しい問題も多分あろうかと思いますので、もしそういうふうに別なコンサルさんにお願い

をするということになった時には、しっかりと公平な立場で意見をいただけるところとい

うことにしていかなければならないというふうに思っておりますので、よろしくお願いを

したいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか、山口優子議員。 

○２番（山口優子） 

 よろしくお願いします。例えば事務長が他の自治体病院の事務長等と情報交換したり、

情報収集等されたりすることも大事なことかなと思います。新得町のほうで伺ったんです

けれども、新得町のほうにも透析されている患者さんが２０人いらっしゃって、それらの

患者さんは新得町がバスを出して清水町の日赤病院で透析を受けられているということだ

ったんですけれども、例えば鹿追でもお１人なりお２人なり受け入れられたりしなかった

のかなとかそういうふうに考えたので、町内での情報共有、また近隣町村との情報共有が

大事かなと思います。最後になりますけど、伊関先生もおっしゃっていましたけれども、

自治体病院というのは採算性のみということで考えるのではなくて、総合的に考えるべき

であると、地元産業としての自治体病院があって、まず町民福祉の向上に貢献しつつ、そ

の上で雇用を生んでいると。鹿追であれば６４人ぐらいですけれども、その６４人の方が

働いて鹿追町に対して住民税を払って町内で買い物し、家を建てて子育てをして地域経済
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にも貢献しているので地域に落ちるお金、また病院で出す食事等も地元の食材を使えば地

元の農業にも貢献していると、そういうことを総合的に考えなければならないというふう

におっしゃっていました。地元の鹿追町の子どもさんが地元で就職できる場としても大変

貴重で重要で若い人の就職の条件というのが常勤雇用であることと、専門性が高いという

この２つが重要だそうなんですけれども、そういう条件を兼ね備えている雇用の場として

も、という面からも守っていかなければならないということだそうです。私も本当にその

とおりだなと思いますし、自治体病院を安定的に運営するというのは本当に大変なことだ

と思いますけれども、地域の病院を応援したいという思いで一般質問をさせていただきま

した。以上で終わります。 

○議長（吉田稔） 

 答弁は。 

○２番（山口優子） 

 お願いします。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。事務長の話も出ていました情報交換しているのかいうこと

ですけど、当然やっています。管内の自治体病院持っているところ何町かありますけれど

も当然情報交換いろいろしながら進めています。また最後の自治体病院のあり方、当然採

算性のみではないし、住民福祉の向上、それから雇用、もちろんそのとおりだというふう

に思っています。ただやはりだからと言って町の一般会計から際限なくお金を入れられる

わけではありませんので、当然町立病院は絶対守らなきゃなりません。そのへんの兼ね合

いというか、しっかりとやはり赤字はもちろん少ないほうが良いわけですし、住民の健康

をいかに守っていくか、そういうことでしっかり、状況は確かに人の確保とか非常に難し

い課題たくさんありますけれども、まず町立病院を守って、町民の皆さまが安心して暮ら

せるような形というのをしっかり続けていかなければならないと思っていますので、しっ

かり努力してまいりたいというふうに思います。 

○議長（吉田稔） 

 よろしいですか。 

○２番（山口優子） 
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 はい。ありがとうございました。 

○議長（吉田稔） 

 これで山口優子議員の質問を終わります。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は午後１時１０分といたします。 

休憩 １２時０５分 

再開 １３時１０分 

○議長（吉田稔） 

 休憩前に引き続き会議を再開します。一般質問を続けます。５番、加納茂議員。 

○５番（加納茂） 

 議長の許可を得まして一般質問をさせていただきます。「農村地区の大容量高速通信網

（光回線）の整備について」、答弁は、町長にお願いいたします。町長が選挙期間中に遊説

で言われていた、光回線の整備についてお伺いします。ある意味公約とも取れる内容であ

りまして、当選されたわけでありますから若い人を中心に期待感も高まっているようであ

ります。現在、町が整備した無線での設備もあまり使い勝手が良いものではないようで、

評価はあまり高いものではありません。このことから今後の考え方、スケジュール等を示

さなければならないと考えますがいかがでしょうか。これからの時代は、トラクターが自

分で畑を耕し、収穫もする。また、自動車が自動で交通状況に応じて走行する。そんな時

代が目の前に迫ってきている状況で、農村地区においても、今後ますます多くの情報が必

要になってくるものと思われます。インターネットは、世界で最も重要なインフラの１つ

であり、なくては経済も政治も全てが回っていかないのが今の状況です。農村においても、

この時代に乗り遅れることのないよう最小限のインフラとしての必要性を考えるものであ

ります。これをどのように整備するか、国が行うのか、通信業者か、また道が行うのか、

また町が整備するか、いずれにしても高額な予算が必要になってきます。これらをどのよ

うに考えるか、町長のご意見をお伺いいたします。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 加納議員からは、「農村地区の大容量高速通信網（光回線）の整備について」と題して、

ご質問をいただきましたのでお答えを申し上げます。平成の３０年間は、ＩＣＴサービス

が大きな発展と普及を遂げ、特にインターネットと携帯電話の普及は、平成時代の進化の
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象徴と言われています。平成とともに始まり、利用が広がっていったインターネットは、

人々に新たなコミュニケーションの場や機会をもたらし、情報収集及び自らの情報発信を

容易なものとし、今や経済・社会・生活等、さまざまな活動を支える重要なインフラとな

っています。また、近年は農業者の高齢化や人口減少、労働力不足等が深刻な課題となっ

ており、ＩＣＴ、ＩｏＴの利活用に、大きな期待がなされているところであります。現在、

本町では、トラクター等のＧＰＳ位置情報システム、自動操舵支援システムが導入されて

おり、町内でも約１５０台導入されております。これは衛星からＧＰＳ情報を基地局で受

信し、携帯の電波で各端末に情報を送る仕組みとなっています。農業分野においても、Ａ

ＩやＩＣＴを活用した「スマート農業」の取り組みが行われており、現在、ＪＡを中心に

キャベツの無人収穫、ドローンを活用したスポット防除、種馬鈴しょのウイルス検知等の

研究が進められています。これらの技術を進める上で、情報通信手段の充実が必要になっ

てくるものと思われます。しかしながら、広大な北海道の農業地帯においては、住宅が点

在していること等から、ブロードバンド環境整備に対する負担が大きく、特に高速ブロー

ドバンド環境を実現する「光ファイバー」を自治体が整備するには、数十億円が必要と言

われています。また、整備後のランニングコストや更新費用の負担が大きく整備が進まな

い状況にあります。本町においては、平成２２年度に総務省の地域情報通信基盤整備推進

交付金等を活用し、農家地区全域を網羅する無線ブロードバンド整備を行い、公設民営に

より平成２３年４月より運営しておりますが、エリア世帯１５３戸のうち、利用世帯は今

年の３月で２８世帯となっており、通信能力において周辺の自然環境や天候の影響を受け

やすいことから、低調な利用状況となっています。高速通信網、光回線の状況については、

民間通信事業者により、市街地地区は利用可能となっているものの、農村地区においては、

各小中学校までの整備がなされておりますが、約５８０世帯については、エリア外となっ

ております。町内農村地域全域を対象として、高速通信網の整備を継続して通信事業者へ

要望しておりますが、絶対的な加入戸数の不足から採算ベースに乗らず、民間事業者での

整備計画も困難な状況にあります。一方、最近では自分で持ち歩き、好きな場所で使うこ

とが可能な「モバイルＷｉ－Ｆｉルーター」を購入され、高速にインターネット利用をさ

れている家庭が増えていると伺っております。町といたしましては、日進月歩の情報化の

進展を注視しつつ、高速通信網の整備に関する新技術や事業の情報収集に努め、あらゆる

可能性を検討し、町の将来にとってより良い選択をしたいと考えております。町民皆さま

の生活環境等の向上と農業をはじめとする産業のさらなる発展のため、情報通信環境の高
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度化は重要であるとの認識のもと、関係機関や民間事業者の協力が得られるよう、引き続

き取り組んでまいりたいと考えておりますので、ご理解とご協力をお願い申し上げて答弁

とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか。加納議員。 

○５番（加納茂） 

 要旨でも申し上げたようにですね、町長が選挙期間中に言われた、いわゆる「高速通信

網を積極的に検討する」という内容はですね、実は若い人を中心に相当インパクトがあっ

た言葉であります。それでもう少し積極的な答弁かなと思いましたけれども、ちょっと玉

虫色のような気がします。そういった意味で町が整備するとなれば確かにお金がかかりま

す。しかしですね、これはこういう情報過疎が日本国内において許されるものかどうかと

いうのも１つの疑問ですけれども、国が整備してくれるのが一番良いわけです。ただし、

自治体が整備するとなると補助金を入れても相当な金額になるということがあります。そ

こでですね、私が思うには町が整備してブロードバンド回線を通すということは、北海道

で何町村かはあるようです。しかしです、これは通信業者から見ればいわゆる町が光回線

を整備してそれを使うということはですね通信業者にしてみればただで使えるわけです。

ただでいわゆる光フレッツとか、そういうものの加入を勧めてくるわけなんです。これは

ちょっと不公平だと思います。それで私の考えですけれども、通信業者に補助金を出して

整備させるという方法もなきにしもあらず、これは国が補助金を出してもいいし、最悪、

自治体が出す場合もあるかもしれない。そういう運動もしてみるべきだと思いますが、こ

の点はいかがでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。国のこういう通信インフラというか、補助事業は、今、高

度無線環境整備推進事業ということで、国の財源としては電波利用料を財源にしていると

いうふうに資料にはございます。従来のこの種の予算というのは数億円程度だったんです

けれども、今年度はその額が５０億円を超える額まで大幅に予算が増額をされているよう

であります。今、加納議員さんがおっしゃった、今までは主に自治体が整備する場合の補

助、私どものような町であれば、実は補助率は２分の１なんですけれども、第３セクター
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だとか民間事業者が事業主体となって整備する場合の補助も、実は今、設けられていまし

て、補助金、民間事業者でも補助金を受けられるような実は仕組みになってきています。

ですから従来とは若干どうしても自治体がということではなくなったという状況にはある

んですけれども、私も総務課長やっている時代、ここ数年ずっと、農村地域の特に若い人

中心にこの話はずっと、私、職員時代も聞いていますし、選挙の時もこういう農村地区の

ブロードバンド環境の整備は重要な課題だということは確かにお話をさせていただきまし

た。ですから何とか良い方法で整備をできないかというふうに今も考えています。鹿追で

仮に公設民営という形にする場合の試算も１回しています。だいたい然別湖を除いて全域

ということになると、約２０億円近くの費用、さらに然別湖まで伸ばすとすると、さらに

数億円、非常に然別湖までの間の経費は一応そういうふうに試算してますけれども、現実

問題、相当いろんな点で難しい面があるなというふうに考えたところであります。整備を

しても今度維持管理のための経費、普通であれば加入者の利用料によって当然維持とか管

理をしていくのでありますけれども、多分公設で整備をしても毎年のランニングコスト、

あと何年かに１回訪れる機種機器の更新費用というのは当然今の戸数では賄いきれないと

いう試算もされておりますので現実的には相当難しい問題があるのかなというふうに実は

思っています。ただ民間事業者に頼むだけではもちろん進みませんけれども引き続き民間

事業者にいろいろ働き掛けていくということは今後も努力をしていかなければならないと

いうふうに思っていますし、先ほどのＷｉ－Ｆｉのルーターの話もあります。なかなかや

っぱり光回線の整備が今いろいろ言われてます第５世代の通信、いわゆる５Ｇの関係につ

いても基本はやっぱり光回線からというふうにも聞いておりますので、実は本当に日々進

歩しておりますのでそれらの状況もいろいろ考えながらいろいろやはり若い人の期待は私

もよく分かっておりますので、何とかいい方法に進めるようにしっかりと通信事業者との

話しも含めて、いずれにしてもちょっとやっぱりお時間をいただかないとなかなか簡単に

いくものではないなというふうに思っていますのでよろしくお願いしたいというふうに思

います。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか。加納茂議員。 

○５番（加納茂） 

 今、町が整備された無線の設備がありますけれども、これ先ほどの説明では２８戸しか

使っていないと、本当に少ない状況、ただこれ使っている人に話し聞きますとですね，雨
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降ったら全く通じないんだそうです。それでは使い物にならない。それでこれを何とかし

てくれという話もありますけれども、これにはお金をかける必要はないと私は思います。

これからですけれども、今、考えられる最善の方法というのは、通信環境で最善の方法と

いうのはやはり光回線であると思います。また新しい企画がこれからもどんどん出てくる

と思いますけれども今、５Ｇのような規格もあります。ただ今、考えるには光ケーブルと

いうのが最善の方法かなと思っております。それで多大なお金がかかる、これはもう当然

であります。これはやがては何とかしなければならない問題かと思うわけです。携帯、い

わゆるスマホ等で検索する場合には５Ｇでも十分なのかもしれませんけれども、パソコン

を使って大々的にやるとなったらちょっとこれではと思うところがあります。ちょっと話

はずれるかもしれませんけれども、私の知り合いにですね今「なつぞら」で言っているア

ニメーションをやっている会社があります。そこではアニメーションの原画を作ったり、

お菓子のデザインなんかもしているそうです。そこで２０名あまりのデザイナーとアニメ

ーターを会社で雇っているそうなんですけれども、その他にですね１０名近いアニメータ

ーが全道各地に散らばっているんだそうです。これらは在宅で仕事をしていて、インター

ネットの回線、常時つなぎっぱなしで会社にいるのと変わらない仕事ができているという

ことであります。条件としては言うまでもなく高速大容量による通信網がなければ仕事に

ならない。それでこういう田舎でもですね環境が整ってくれば、こういう田舎の空気のい

いところで仕事がしてみたいという人も現れるんじゃないかと、そういう期待もあるわけ

です。またそのことを売りに出してですね誘致している町村が内地府県にある、１回テレ

ビで見たことがございます。こういった意味も兼ねてこの整備はやっぱりわが町にとって

も、わが十勝にとっても必須のものだと思います。ただ言えることは十勝は広いし、十勝

ばかりでないかもしれません。広いし人口密度が低いし、通信業者としては採算が合わな

いということでありますが、これを何とかクリアしていかないとやはり情報過疎の町にな

ってしまう。そんなような気がします。この点について町長どうお考えでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 はい。喜井知己町長 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。農村地区での農業の利用だけでなく今おっしゃったような

いろんなご自分でお仕事される方、インターネット関連の仕事をされている方、そういう

手段さえあれば場所は問わないという今のそういう形態になっています。そういうことで
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本当にどこにいてもそういう技術の恩恵を受けて生活をする、仕事をする、そういうふう

な体制の整備というのは本当にどこに住んでいても必要なことだというふうに思っていま

す。先ほど国の補助が第３セクター、民間事業者が整備する場合でも該当になるというこ

とですのでこれについては国から民間事業者の場合、３分の１の補助を受けられるという

形になっています。こういうふうに国も少しずつ本腰を入れてきていただいているという

ふうに思っておりますのでこういう条件の下、何とかせっかく町が整備したタブレットの

関係でそれぞれの学校までは民間事業者のほうでやっていただいたわけでありますので、

採算性、あと維持管理費の問題というのは、それでももちろん残るとは思うんですけれど

も、民間事業者さんに何とかお願いをして、いろいろ経費の面で維持管理の点で問題があ

るとすれば、それについて町がどういう対応をしていくのかということも検討する材料に

なるかと思いますので、またしっかりと通信事業者さんと、きっちりとしっかりお話をし

ていかなけれんばならないというふうに思っております。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか。加納茂議員。 

○５番（加納茂） 

 通信業者はなかなか難しい条件を出してくると思いますけれども、要するに町が、ある

いは道が、そういうところが整備をして通信業者が乗ってくるのいう方法もあるかと思い

ますけれども、これはそれぞれの自治体、あるいは国も予算もかかる話ですからなかなか

スムーズにはいかないのかなと思います。しかしですね近隣の町村でも最近インターネッ

トが、光回線が整備した町もありますし、道内には何カ所かあるように聞いております。

そういったところの実情等を精査してみる必要もあるのではないかと思うんですけれども、

この点はどうでしょう。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。国から予算、補助をもらって公設民営で整備をした地域、

道内にも数カ所ありますし、近年ではお隣の上士幌町さんで今年から整備をするというこ

とで、上士幌町さんでもおそらく１０数億、１５億から１６億の予算を投じてというふう

に伺っております。先ほど私がお話したような当然その当初の整備ももちろんですけれど

も、その後のランニングコスト、更新費用のことも当然、私も担当時代に上士幌にお邪魔
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をして担当の人にお話も伺っています。しっかりした最終的な試算、維持管理費の試算の

数字までは、はっきり聞いておりませんけれども、毎年相当程度の負担はしていかなけれ

ばいけないようだという話はお伺いをしております。先行してだいぶ早い時期に道内でも

やっているところもありますので、そういうところのお話だとか、すぐお隣の上士幌町さ

ん、最初整備をしてスタートするまで若干時間がありますけれども、いろいろそういった

状況等も聞きながら、参考にしながら、鹿追として今後どうしていくのかっていうのはし

っかりと考えていきたいというふうに思っています。 

○議長（吉田稔） 

 加納議員、再質問。 

○５番（加納茂） 

 はい、分かりました。それでですね先ほど何度も申し上げたようにこの件については町

民、特に農村部の人たちはかなり期待をしているわけです。ですから町長のもっと力強い

発言がほしいと思いますのでその点を考慮していただき、私の発言を終わります。以上で

す。答弁はよろしいです。 

○議長（吉田稔） 

 これで加納茂議員の質問を終ります。９番、埴渕賢治議員。 

○９番（埴渕賢治） 

 ただ今、議長の許可をいただきましたので、通告に従いましてですね簡単明瞭に質問を

させていただきたいなと思います。私もこの道、初めての経験としては、今回ですね答弁

書を提出させていただいたということ、本当に心から敬意を申し上げる次第であります。

それでは早速、標題に移らさせていただきますが、「鹿追歯科医院の今後のあり方につい

て」であります。要旨内容につきましては、鹿追歯科医院は、昨年暮れに至るまでおおむ

ね４０年間経営をされてきましたが、運営上不可能となりました。公の施設として残され

たこの建物を今後どうしていくのかが、町民、気がかりな課題の１つとして認識をされて

いるところでもあります。この場所は、周知のとおり国道２７４号線に面し、役場、道の

駅等の公共施設の隣接地でもあります。施設をこのままの状態にしておくと防犯、防災上、

好ましくないと考えておりますが、今後の施設のあり方について町長の見解を伺います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 
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 埴渕議員からは、「鹿追歯科医院の今後のあり方」についてご質問がございましたのでお

答えをいたします。鹿追歯科医院は、町民の歯科診療及び歯科保健衛生の向上を図る目的

で、「鹿追町歯科医院設置条例」に基づき、昭和５３年４月から平成３０年１２月までのお

おむね４０年間にわたり平岩徳一氏にその運営を委託してきたところであります。故人と

なられましたけれども、改めて氏の永きにわたる町の保健衛生へのご功績に敬意を表し感

謝を申し上げるところでございます。歯科医院の施設につきましては、議員ご指摘のとお

り国道に面し、道の駅しかおいにも隣接する立地条件の良い場所に所在しておりますが、

歯科医院開設当時からの施設であり老朽化が進んでいる状況でもあります。また、担当課

においても施錠等の管理は実施しておりますけれども、防犯、防災上の懸念も残るところ

であります。今後は施設の再利用につきましては困難であるという判断の下、取り壊しも

含めて議会の皆さまのご意見を伺いながら検討をさせていただきたいというふうに考えて

おります。ご理解いただき、以上をもちまして一般質問への答弁とさせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか。埴渕賢治議員。 

○９番（埴渕賢治） 

 ただ今、町長の答弁ではですね、施設の再利用は困難とそう判断されたわけですが、今

後の進め方においては、議会の意見を聞きながら、伺いながら検討いたしたいと明言され

たわけであります。これは私の考え方と一致をいたしておりますので、これ以上内容を押

し進めることは控えさせていただきますけれども、必ず上物がなくなるとその空き地が発

生します。空き地においては必ず埋め立て、これが発生します。それで昨年９月の６日で

すか、５日の日に議長を中心にしてですねここで黙とうをさせていただいた立場でありま

すけれども、あの際思い出すと、相当離れた札幌清田区でも本当に液状化現象が発生した

わけであります。私は非常に不思議だなと思った１人でありますけれども、そういう現象

がですね全国各地で起きていることもあります。これはやはり何といっても不十分な埋立

てによる現象であると後ほど分かったわけであります。それで話戻しますけれども、この

辺の地帯はですね元クテクウシ川が流れていた地帯であり、そこを埋立ていたして現状に

なっているわけでもございます。決して地盤の良いところではない。私はそういう認識を

しているだけにですね、今後、進めながら議会と相談し、そして一定の方向を見出したい、

その意見ありますので、その時点がですね私の認識としては少しでも早く検討を願いたい
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なと、そういう思いで、今、一般質問に立たさせていただいているところでもあります。

そこをですね再認識したいことからですね、もう１度確認をさせていただきたいと思いま

す。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。埴渕議員おしゃるとおり、やはり既存の施設を取り壊して

もちろん整地をして必ず跡地の利用なんかも当然考えていかなければならないというふう

に思っております。跡地の利用についてはいろいろご意見もあるのも承知をしています。

道の駅の整備、これはどういうふうになるのか。それは今の段階では何とも申し上げられ

ませんけれども、それに絡めての利用もあるんじゃないかという意見も一部にはあるとい

うふうにはお聞きをしております。いずれにしてもですねそのへんの関係についてはまだ

ちょっと時間が必要だというふうに思っています。ただ建物の関係については、やはりあ

の状況でしばらく置いておくということにもなかなか現実的にはならない状況かなという

ふうに思っておりますので、これから新年度の予算ということももちろんありますので、

それらの面も含めて取り壊しの時期というのは、そう先延ばしするような内容ではないと

いうふうに私は思っておりますので、また議会にもよく相談をして取り進めてまいりたい

というふうに思っております。 

○議長（吉田稔） 

 再質問ありますか。埴渕賢治議員。 

○９番（埴渕賢治） 

 決して答弁を求めるわけでありませんけれども、町長との考え方、本当に一致をいたし

ておりますので、以上をもってですね一般質問を終らさせていただきます。 

○議長（吉田稔） 

 これで埴渕賢治議員の質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。 

                             散会 １３時４０分 
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令和元年第３回鹿追町議会定例会会議録 
 

１ 議事日程第 ３号 

日時 令和元年 ９月１８日（水曜日） 午前１０時００分 開 議 

  場所 鹿追町議会議場 

日程 １ 発委第  ７号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・

強化を求める意見書 

日程 ２ 認定第  １号 平成３０年度鹿追町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 

日程 ３ 認定第  ２号 平成３０年度鹿追町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について 

日程 ４ 認定第  ３号 平成３０年度鹿追町簡易水道特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程 ５ 認定第  ４号 平成３０年度鹿追町下水道特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程 ６ 認定第  ５号 平成３０年度鹿追町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程 ７ 認定第  ６号 平成３０年度鹿追町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について 

日程 ８ 認定第  ７号 平成３０年度鹿追町国民健康保険病院事業会計歳入

歳出決算認定について 

〔平成３０年度鹿追町各会計決算審査特別委員会報告〕 

日程 ９ 議案第 ６２号 令和元年度鹿追町一般会計補正予算（第４号）につ

いて 

日程１０         委員会の閉会中の継続調査申し出について 

         

２ 本日の会議に付した事件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（１１名） 
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１番 清水 浩徳議員   ２番 山口 優子議員   ３番 畑  久雄議員 

４番 台蔵 征一議員   ５番 加納  茂議員   ６番 上嶋 和志議員 

７番 川染  洋議員   ８番 狩野 正雄議員   ９番 埴渕 賢治議員 

１０番  安藤 幹夫議員    １１番 吉田  稔議員 

 

４ 欠席議員（なし） 

 

５ 本会議に説明のため出席したもの 

町      長  喜 井 知 己 

 農業委員会会長   菊 池 輝 夫 

教育委員会教育長職務代理者   臼 井  あや子 

代 表 監 査 委 員   野 村 英 雄 

 

６ 町長の委任を受けて説明のため出席したもの 

  副 町 長          松 本 新 吾 

  総 務 課 長          渡 辺 雅 人 

  総 務 課 主 幹  葛 西 浩 二 

会 計 管 理 者            津 川   修 

  企 画 財 政 課 長  草 野 礼 行 

    町 民 課 長  菊 池 光 浩 

福 祉 課 長    佐々木 康 人 

農 業 振 興 課 長    菅 原 義 正 

  農業振興課主幹  城 石 賢 一 

商 工 観 光 課 長    富 樫   靖 

 建 設 水 道 課 長    大 上 朋 亮 

    子育てスマイル課長    松 井 裕 二 

  ジオパーク推進室長    黒 井 敦 志 

  瓜 幕 支 所 長    東 原 孝 博 

  病 院 事 務 長     平 山 宏 照 

  消 防 署 長    内 海 卓 実 
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    総務課総務係長  土 田 佳 幸 

  企画財政課長補佐    武 者 正 人 

 

７ 教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席したもの 

  学 校 教 育 課 長  宇 井 直 樹 

  社 会 教 育 課 長  浅 野 悦 伸 

     

８ 議会事務局職員出席者 

  事 務 局 長  坂 井 克 巳  

  書      記  高 瀬 俊 一   
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令和元年９月１８日（水曜日）午前１０時００分 開議 

○議長（吉田稔） 

 これから本日の会議を開きます。 

 ここで報告をいたします。大井和行教育長が欠席する旨の届け出がありました。大井教

育長に代わりまして、臼井あや子教育長職務代理者が出席をしております。檜山敏行農業

委員会事務局長が公務のため欠席する旨の届け出がありました。以上で報告を終わります。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 日程１ 発委第７号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化 

を求める意見書 

○議長（吉田稔） 

日程１、発委第７号、林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める

意見書を議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。上嶋和志議会運営委員

長。 

○６番（上嶋和志） 

発委第７号、林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書案、

次の議案を別紙のとおり地方自治法第１０９条第６項及び会議規則第１４条第３項の規定

により提出します。本道の森林は全国の森林面積の約４分の１を占め、国土保全、地球温

暖化防止、林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に

発揮させるためには、「植えて育てて、伐って使って、また植える」といった森林資源の

循環利用を進める必要がある。森林の整備を進め、木材を積極的に利用していくことは、

山村地域を中心とする雇用・所得の拡大による地方創生にも大きく貢献するものであり、

本町をはじめ、道内各地域では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用の実

現に向け、森林整備事業及び治山事業や林業成長産業化総合対策事業等を活用し、植林・

間伐や路網の整備、山地災害の防止、木造公共施設の整備、林業事業体の育成等、さまざ

まな取り組みが進められてきたところである。今後、人工林資源が本格的な利用期を迎え

る中、既存の制度や森林環境譲与税を活用した地域の特性に応じた森林整備の着実な推進

や、森林資源の循環利用による林業・木材産業の成長産業化の実現に向けて施策の充実・

強化を図ることが必要である。よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望す

る。記といたしまして、１、森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興

と山村における雇用の安定化を図るため、森林整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安
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定的に確保すること。２、森林整備事業の都道府県・市町村負担分の起債を可能とする地

方債の特例措置を継続すること。３、森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長

産業化を実現するため、地域の実情を十分に踏まえ、森林整備から木材の加工・流通、利

用までの一体的な取り組みや森林づくりを担う林業事業体や人材の育成に必要な支援措置

を充実・強化すること。以上、地方自治法第９９条の規定により提出いたします。提出先

につきましては、衆参両院議長、内閣総理大臣、関係省大臣、写しにつきましては、北海

道１１区支部選出衆議院議員、道内選出参議院議員、十勝帯広選出道議会議員に写しを送

付いたします。よろしく協議いただきたいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、発委第７号を採決します。この採決は挙手によって行います。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

挙手１０名 

○議長（吉田稔） 

 挙手多数であります。本案は原案のとおり可決されました。 

 日程２ 認定第１号 平成３０年度鹿追町一般会計歳入歳出決算認定について 

     日程３ 認定第２号 平成３０年度鹿追町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

認定について 

     日程４ 認定第３号 平成３０年度鹿追町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定

について 

     日程５ 認定第４号 平成３０年度鹿追町下水道特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

     日程６ 認定第５号 平成３０年度鹿追町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 
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について 

     日程７ 認定第６号 平成３０年度鹿追町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

算認定について 

     日程８ 認定第７号 平成３０年度鹿追町国民健康保険病院事業会計歳入歳出 

決算認定について 

○議長（吉田稔） 

 日程２、認定第１号、平成３０年度鹿追町一般会計歳入歳出決算認定について、日程３、

認定第２号、平成３０年度鹿追町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程

４、認定第３号、平成３０年度鹿追町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について、日程

５、認定第４号、平成３０年度鹿追町下水道特別会計歳入歳出決算認定について、日程６、

認定第５号、平成３０年度鹿追町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程７、

認定第６号、平成３０年度鹿追町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日

程８、認定第７号、平成３０年度鹿追町国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算認定につ

いて、以上７件、関連がありますので一括議題とします。本案は、令和元年９月５日開催

の第３回定例会本会議初日において議題となり、平成３０年度各会計決算審査特別委員会

に付託されたものです。その後審査を終了し、令和元年９月１６日付けをもって議長に対

し審査終了の報告がありました。ここで令和元年度各会計決算審査特別委員会、安藤委員

長より報告を求めます。安藤幹夫委員長。訂正いたします。令和元年度とありますが平成

３０年度でありますのでお書き換えをいただきたいと思います。安藤幹夫委員長。 

○１０番（安藤幹夫） 

 平成３０年度鹿追町各会計決算審査特別委員会審査報告、本委員会に付託された上記事

件は、審査の結果、認定すべきものと決定したので、会議規則第７７条の規定により報告

します。事件の番号、認定第１号、件名、平成３０年度鹿追町一般会計歳入歳出決算認定

について、審査の結果、認定、事件の番号、認定第２号、平成３０年度鹿追町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算認定について、審査の結果、認定、事件の番号、認定第３号、件

名、平成３０年度鹿追町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について、審査の結果、認定、

事件の番号、認定第４号、平成３０年度鹿追町下水道特別会計歳入歳出決算認定について、

審査の結果、認定、事件の番号、認定第５号、件名、平成３０年度鹿追町介護保険特別会

計歳入歳出決算認定について、審査の結果、認定、事件の番号、認定第６号、件名、平成

３０年度鹿追町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、審査の結果、認定、



－86－ 

事件の番号、認定第７号、件名、平成３０年度鹿追町国民健康保険病院事業会計歳入歳出

決算認定について、審査の結果、認定、以上、報告とさせていただきます。 

○議長（吉田稔） 

 お諮りします。本案は平成３０年度各会計決算審査特別委員会で審査されたものであり

ます。各認定議件への質疑、討論は省略し、各議件ごとに採決をいたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。各議件ごとの質疑と討論を省略し、直ちに採決を行います。 

 認定第１号、平成３０年度鹿追町一般会計歳入歳出決算認定についてお諮りします。本

案は委員長の報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。本案は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 認定第２号、平成３０年度鹿追町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定についてお諮

りします。本案は委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。本案は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 認定第３号、平成３０年度鹿追町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定についてお諮りし

ます。本案は委員長報告のとおり認定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。本案は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 認定第４号、平成３０年度鹿追町下水道特別会計歳入歳出決算認定についてお諮りしま

す。本案は委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。本案は委員長報告のとおり認定することに決定いたしました。 

 認定第５号、平成３０年度鹿追町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてお諮りし
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ます。本案は委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。本案は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 認定第６号、平成３０年度鹿追町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてお

諮りします。本案は委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。本案は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 認定第７号、平成３０年度鹿追町国民健康保険病院事業会計歳入歳出決算認定について

お諮りします。本案は委員長報告のとおり認定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。本案は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程９ 議案第６２号 令和元年度鹿追町一般会計補正予算（第４号） 

○議長（吉田稔） 

 日程９、議案第６２号、令和元年度鹿追町一般会計補正予算（第４号）についてを議題

とします。本案について、提案理由の説明を求めます。松本新吾副町長。 

○副町長（松本新吾） 

 議案第６２号は、令和元年度一般会計補正予算（第４号）となるものです。令和元年度

一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによるといたしまして、第１条は、歳

入歳出予算の補正であり、歳入歳出にそれぞれ２，０４５万５千円を追加しまして、総額

を８９億３，２４６万２千円とするものであります。第２条は、地方債の補正、変更であ

ります。補正予算の内容につきましては、歳出、９ページよりご説明いたします。総務費、

総務管理費、車両管理費の備品購入費で公用車購入で４９０万円の追加、衛生費、保健衛

生費、トリムセンター費の需用費、修繕料で高圧受電設備キュービクル修繕で３０万円、

浴室・暖房用ボイラー取替修理で５００万円の合計５３０万円の追加、環境衛生費で葬斎

場改修のための実施設計で旅費で７万６千円、委託料で２６２万９千円のそれぞれ追加、

清掃費、清掃総務費でひまわりセンター用ホイールローダ購入で旅費で１万９千円、備品

購入費で５３３万１千円のそれぞれ追加、農林費、農業費、再生可能エネルギー活用推進
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費で瓜幕野菜ハウス空調設備設置のため、需用費、修繕料で１４０万円の追加、款項、商

工費、観光費で然別湖畔園地修理のため、需用費、修繕料で８０万円の追加であります。

次に歳入、８ページからご説明いたします。国庫支出金、国庫補助金、衛生費国庫補助金

の保健衛生費補助金で２００万円、清掃費補助金で５００万円のそれぞれ追加、款項、町

債、臨時財政対策債の臨時財政対策債で１，３４５万５千円の追加であります。次に５ペ

ージ、第２表の地方債の補正変更についてご説明いたします。起債の目的は、臨時財政対

策債であり、限度額に１，３４５万５千円を追加しまして、補正後の限度額を１億１，３

４５万５千円とするもので限度額以外の変更はありません。以上、一般会計補正予算（第

４号）についてご説明申し上げました。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願い

を申し上げます。 

○議長（吉田稔） 

 これから質疑を行います。１０番、安藤幹夫議員。 

○１０番（安藤幹夫） 

９ページ、環境衛生費、斎場の改修についてご質問させていただきます。目的、必要性

等については、先般の全員協議会で詳しく説明をいただいていますが、ここに至った経緯、

経過について今一度、説明を求めます。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、菊池町民課長。 

○町民課長（菊池光浩） 

 はい。安藤議員さんからは、この改修に至った経緯についてご質問をいただきましたの

で答弁をさせていただきます。議員さんご案内のとおり火葬場につきましては昭和６０年

に建設をしまして、既に３４年が経過をしております。それぞれ火葬炉の修理等かさんで

きております。また最近の時代のニーズ等々にそぐわなくなってきたというところが背景

があろうかと思います。狭あい化の改修解消、あるいはバリアフリー化、あるいは火葬炉

のもう少し修理が必要になってきたということであります。現在のニーズにあったような、

決して華美にならなく最後の終えんのふさわしい場として改修をしたいという経過に至っ

たところであります。以上であります。 

○議長（吉田稔） 

 安藤議員。 

○１０番（安藤幹夫） 
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 過去に議会も住民からの要望で使い勝手が悪いということで現地調査をした件がありま

す。その時に改修という話も出てたんですけれども、その時は改修の予算のめどが立たな

いという状況の中で簡易的な利用方法で済ませてきたという経緯が実際にあるわけですけ

れども、当然これは以前からの住民の要望に応じた件なんでしょうけれども、本来でした

ら基本設計があって実施設計に至るということの事業計画が立てられるわけですけれども、

いきなり実施設計ということでもうやることを前提に設計を進めるということについて、

本来持つべき計画性にちょっと欠けていたのかなという印象もあります。それで将来に向

けてこういった現代の形にするのであればやはり内部だけでなくて周辺の環境の整備も当

然詰めていかないと、現状では林の中の一軒家みたいな形になってしまっている状況で、

本当に斎場として最後の見取りの場としていい環境になっているかということも含めなが

ら今後そういった計画を持って進めていただければということをお願いしたく、そのへん

町長のお考えをお聞かせ願います。 

○議長（吉田稔） 

 喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。葬斎場の関係につきましては、以前からそういう要望があ

ったというのは、私、直接の担当ではありませんでしたけれども実際耳にしたこともござ

います。確かに全面的な改築ということであれば、これやっぱり基本構想、周りから丁寧

に積み上げていくということになるのが本来だと思います。今回は、できれば全面的に改

築するのが一番いいんでしょうけれども、もちろん財源のこともありますし、あそこの場

所については近くに保安林があったりだとかなかなか拡張が難しいという状況もございま

す。ただ今、菊池課長からもお答えしましたとおり使い勝手、それからいろんな不具合が

指摘をされておりましたし、炉の関係についてもいろいろ修繕をしながら対応してきてい

るという状況も承知をしておいましたので、何とか早くこれを改善するには、やはり財源

的には、調整交付金という財源を来年の事業に求めてということで実施設計からというこ

とであれば、今年から補助対象にできるとそういうこともあって今回、改修に踏み切りた

いというふうに思ったところであります。これからはこの葬斎場に限らず現有の施設をう

まく改修なりをして長寿命化を図っていくということが全体的に大切だというふうに思っ

ています。特に葬斎場につきましては、地元にお住まいの方はもちろん関係者はそうなん

ですけれども、町内外からも来られるということでやはりある程度きれいなものにしてお
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く必要というのはやっぱりあるなというふうに思っていますのでそういったことでご理解

をいただければというふうに思います。 

○議長（吉田稔） 

 質疑ありませんか。４番、台蔵征一議員。 

○４番（台蔵征一） 

 私もこの件についてご質問したくて挙手させていただきました。今、町長ご答弁いただ

いたんで全体の中身のことは私も受容することには賛成でございますけれども、１点やっ

ぱりちょっと説明の中で、炉の現在２つあるんですけれども、この炉を将来どうしていく

のかというのがちょっと今の段階で見えていない。修繕をしていくよということです。そ

れから今、前議員がいろいろ質問ありました私は人生の一番大事な場所かなというふうに

思います。それから今、町長お話ありました他の町に行って私たちもかかわる機会はそこ

そこあります。どこの町もやはりしっかりとそこのところを考えながら時期が来たら新し

くする町もあればいろいろな方法でやっていますけれども、鹿追の場合は改修しながら長

寿命化を図っていくという今の町長お話、それはそれで私も結構だと思うんですけれども

やはりしっかりせっかくやるんですから、全体の先ほどお話ありましたように環境含めて

しっかりやっていただきたい。これは町民が以前から望んでることだとしっかりわきまえ

て、予算がちょっと付いたから早急にやりますというようなあんまり軽く対応したという

ことではないようにですねぜひしていただきたいということで、議会も以前調査した経緯

をありますけれども、しっかりそこのところをわきまえながらやっていただきたいなとい

うふうに私も思います。いかがでしょうか。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 はい。お答えをいたします。ちょっと先ほど安藤議員さんのところでちゃんとお答えし

ていなかったんですけれども、周辺の環境ですね、昨日か一昨日近くを通って、私もちょ

っと通っただけでしたけれども、やはり周辺の環境整備というのはもうちょっと気を使っ

てやっていく必要があるかなというふうに思っています。それらも当然しっかりとやって

いきたいと思っています。それから炉の関係については２つあるということで、そのへん

のことなんですけれども、基本的には大きいほうの炉というんですか、１つのほうをフル

改修させていただきたい。そしてもう１つの炉はもちろんそのまま使えますので基本的に
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フル改修、１つをフル改修して２つ重なった時にはそれで対応していくと、その後もう１

つの炉についての状況は、利用状況を見ながら必要に応じて検討していくのが良いのでは

ないかというふうに思っています。使えますのでまだ壊す必要も当然ありませんので、そ

ういった形で対応していきたいというふうに思っています。ただ予算の規模もめども全員

協議会のときに５千万程度大体予定しているんだという話をさせていただいたというふう

に思っています。炉の改修も含めて今のところそれぐらいでいけるかなというふうに思っ

ていますけれども、それについてはこれから実施設計やらせていただきますので、全体的

なことを考えてですね、できる限りきちんとやっていきたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（吉田稔） 

 いいですか。９番、埴渕賢治議員。 

○９番（埴渕賢治） 

 私もですね９ページの本件について同僚議員お２人が質問いたしまして、本当にしっか

りとやっていただきたいという前提で質問させていただきますが、昭和６０年に建設をさ

れ、今日まで３４年の経過をみておりますが、劣化または住民の要望に答えるべく、ニー

ズに応えるべく判断をされたと思いますが、その建てた８年後から１１回、修繕を、修理

をされているわけですね。ですからその時もしっかりとやったことだと思いますけれども、

その時改修じゃなくて改築であります。ですから今回は改修ということで、本当にこうい

った経過を見た中で大丈夫なのかなということを再度確認をさせていただきます。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、菊池町民課長。 

○町民課長（菊池光浩） 

 修繕ですが全員協議会の資料でもお配りをさせていただきまして、これまでレンガの積

み替えを中心に修繕をしてきたところであります。火葬炉につきましてはレンガをこうい

う形でアーチ状に積み重ねて行なって耐火レンガを積み上げているわけですが、耐火物が

おおよそ業者さんに言わせますと２００体から３００体というようなことを言われており

ます。その劣化によりましてますます大きな改修が必要になる前にですね、レンガの一部

の積み替えをしてきたところであります。今般、火葬炉につきましては、レンガの上に今

度はセラミックという加工物を貼り付けてですね長寿命化を図りたく計画をしているとこ

ろであります。このことによってしばらく、レンガ、耐火レンガのみならずその上に施し
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するものがありますので長寿命化が図れるものと思っております。併せて今般、バーナー

と言うんでしょうかね、燃焼器具の改修についても今般、計画をしているところでありま

すので大事に使っていきたいと思っております。以上であります。 

○議長（吉田稔） 

 よろしいですか。６番、上嶋議員。 

○６番（上嶋和志） 

 私は、１０ページ、農林費、農業費、再生可能エネルギー活用推進費、瓜幕のバイオガ

スプラントのところのハウスの空調設備の修繕ということでございますけれども、実証実

験を経て鹿追町、委託、きて、現在の換気については天窓の開閉、横のサイドカーテンの

巻き上げ等で対応しているかと思います。実証試験の折に、その換気が不十分でない状況

がもう既にあったのかどうか。今回の改修では間口に換気扇を２機付けて空気の入りはい

りを制御するということでございますけれども、実証実験の折にそういう不具合がもう既

に発生していたかどうか、お尋ねをいたします。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、菅原農業振興課長。 

○農業振興課長（菅原義正） 

 はい。お答えをいたします。昨年、平成３０年度、１年間させていただいてその中でで

すね、冬、特に冬でございます。冬について加湿、加湿っていうんですか、湿度の管理が

なかなかできないということで、開けれる天窓とそれから横の部分開けることも可能では

あるんですけれども、なかなか冬については雪がついて開けれない部分等もございました。

室内と外の気温の差ということで結構の結露等々もございまして、開けて本当は換気をす

る部分が必要な部分もあったんですけれども、なかなか換気ができなかったということで

ございます。それによってうどん粉病だとかそういうのが発生したんではないかという見

解でございます。当初造ったときにつきましては、そういうのは上の部分、それから横の

部分があれば大丈夫じゃないかということで一応モデルにしたのが仙台の部分を使ってい

ただいたんで、その分については強制的な換気システムはなかったということでこれで十

分だということで進んでいたところなんですけれども、実際北海道の冬、開けれる、雪で

凍結して開けれないとか、いろんなことがございまして、今般このような形で換気システ

ムを入れさせていただきたいということでございます。以上です。 

○議長（吉田稔） 
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 ６番、上嶋議員。 

○６番（上嶋和志） 

 このハウス、地域再生計画を立てて、その補助をもらってのハウスということで、総事

業費、１億８千万ですか。それで５カ年において目標が設定されております。最終年度の

令和３年、３月において新たな雇用を４６人、農産品の販売をあのハウスで９千万、それ

と新たな農産品の生産品目を４品目ということで設定をされております。今年、令和元年、

来年、令和２年、あと今年を含めて３年と、２年ということでございますけれども、それ

に向かってそれを毎年検証するということでされております。目標の達成に係る評価をい

ただくということで鹿追では、鹿追町まち・ひと・しごと総合推進会議において、毎年５

月ごろをめどに検証し、その結果についてホームページで発表するようになっております。

ホームページ等で発表することになっております。そこらへんの関係について、私はそれ

を見たことがないんですけれども、そこらへんの関係についてはどうなっているか答弁を

願います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、はい。菅原農業振興課長。 

○農業振興課長（菅原義正） 

 計画については直接、私のほうの担当ではありませんけれども、評価をさせていただい

てですね、公表もしているということでございます。 

○議長（吉田稔） 

 よろしいですか。答弁。暫時休憩します。 

〔暫時休憩〕 

○議長（吉田稔） 

 お知らせをいたします。ここで本格的に暫時休憩といたします。再開は５５分といたし

ます。 

休憩 １０時４４分 

再開 １０時５５分 

○議長（吉田稔） 

 休憩前に引き続き会議を再開いたします。答弁、草野企画財政課長。 

○企画財政課長（草野礼行） 

 大変遅くなりまして申し訳ございません。まち・ひと・しごと創生総合戦略についてで
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ございますが、平成２７年に作成されまして、今年度いっぱいで第１期が終了いたします。

今現在、第７期の総合計画と合わせて令和２年度からまた新たな計画がスタートする予定

でございます。ご指摘のありましたホームページ、それから広報について周知をしている

のかという話でございますが、大変申し訳ございません。失念をしていましたので、今後

につきましては、３０年度、昨年度の実績からですねホームページ等で周知をさせていた

だきたいと思います。それから当初この計画を立てられてから毎年毎年会議をやってまし

て、今年度につきましても、総合計画の策定委員、総合創生計画の７月の１３日に、７月

の１７日ですね、第１回目の総合計画と合わせた合同会議を行なっていますが、その時に

この数字についても報告をさせていただいているところでございます。来年度、２年度か

ら新たな計画が立てられますので、この内容についても見直しを行なっていきたいと考え

ております。 

○議長（吉田稔） 

 はい。喜井知己町長。  

○町長（喜井知己） 

 はい。すみません。ちょっと時間をとらせていただきました。大変申し訳なく思ってい

ます。これら数値目標、それからその目標に対する評価、そしてその公表のあり方、きち

っとこれ決められているものでございますので、きちっと点検をしてですね、やっていく

ようにしっかりやっていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 ６番、上嶋和志議員。 

○６番（上嶋和志） 

 あのハウスについてはですね当初から従業員の休憩施設なりトマトの栽培、収穫機械、

それから今回の換気扇ということで、それぞれまた追加の修繕並びに投資をしております。

その全てがですね、最終年次に向けた仕入れなり雇用の拡大に向けた投資であると理解す

るならば賛成していただき、賛成することもやぶさかではございませんけれども、ただ単

なる毎年毎年のその場しのぎの投資ということであれば、反対することも考えていかなけ

ればならないかなと思っております。そこらへんについて、もう少し答弁いただきたいと

思います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、菅原農業振興課長。 
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○農業振興課長（菅原義正） 

 はい。お答えいたします。この計画によってですねこの間も決算委員会の時も町長のほ

うから答弁いただきましたけれども、このバイオガスの余剰熱を使ってですね、エネルギ

ーの循環ということでどのようなことができるのかということを考えた上で鹿追の環境保

全センターについてと同じようにですね瓜幕でもやっていこうということで計画をされた

ところでございます。その中でハウスを造ってですね余剰熱を使ってですね、温度を確保

されることによってハウスができるんではないかということでございます。この施設を造

ることによってですね冬、冬季の製造、栽培ができるということと、あと雇用の場もでき

るんではないかと、それからあります農福連携についてもやっていけるんではないかとい

うことで、今後、今の施設だけではなかなかペイできない部分もございますけれども、今

後も残りのエネルギーも使いながらですね、増設も含めていって行なっていくということ

の計画でございました。なかなか昨年、結果がでなかったということでまだ実績的なもの

はちょっと今のところは出ていない状況でございますけれども、今後その研究を進めてい

きましてですね、結果を出して行きたいなというふうに思っておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（吉田稔） 

 ６番、上嶋議員。 

○６番（上嶋和志） 

 検証を基にですね、それを次の年の事業に生かすような品目なり、なかなか難しいのか

もしれませんけれども、検証を十分されて目標達成に向けて今後も努力していただきたい

と思います。以上です。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、よろしいですか。 

○６番（上嶋和志） 

 はい。よろしいです。 

○議長（吉田稔） 

他に質疑ありませんか。３番、畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

 商工費の関係をお尋ねいたします。ここに修繕料８０万と載っていますけれども、まず

第１にこれは護岸の穴の開いたところの修理なのかということをまずお尋ねいたします。 
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○議長（吉田稔） 

 富樫商工観光課長。 

○商工観光課長（富樫靖） 

 はい。畑議員さんの質問につきましてお答えさせていただきます。おっしゃるとおり今、

穴の開いている部分をふさぎまして護岸のほうの地盤が下がっているところも復旧させる

という内容でございます。以上でございます。 

○議長（吉田稔） 

 ３番、畑久雄議員。 

○３番（畑久雄） 

 単に穴の開いているところに埋めていくという発想のようでございますけれども、あそ

この地盤というのは非常に弱い地盤で、例年ほぼ地盤沈下というのかな、上のほうはコン

クリーで固められて、だけど中のほうは空洞が多いんですね。なぜかというと冬、水が減

ってそういう水の増減が影響して昔からあのへん一体はそういう影響を受けているんです

ね。ですからそれら、ちょうど機会によく空洞を見ていただいて、どういう原因なのか、

そしてどういう工法でやったら長持ちするのか、また崩れないのか。それをよく考えてみ

てやっていただきたいなと思います。 

○議長（吉田稔） 

 答弁、富樫商工観光課長。 

○商工観光課長（富樫靖） 

 はい。畑議員のおっしゃるとおり、どのような原因でそのようになったかということも

含めまして、工事を発注する際にはその業者等々とよく話をしながら工事を進めたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（吉田稔） 

 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これより議案第６２号を採決します。この採決は起立によって行います。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

起立１０名 

○議長（吉田稔） 

 起立多数であります。本案は原案のとおり可決されました。    

日程１０    委員会の閉会中の継続調査申し出について 

 日程１０、委員会の閉会中の継続調査申し出についてを議題とします。総務文教常任委

員長、産業厚生常任委員長、広報広聴常任委員長、議会運営委員長、基地対策特別委員長

から会議規則第７５条の規定によりお手元に配布のとおり閉会中の継続調査申し出があり

ました。 

 お諮りします。ただ今の申し出のとおり閉会中の継続調査することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（吉田稔） 

 異議なしと認めます。各委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定

しました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。ここで町長から発言を求められておりますので

これを許します。喜井知己町長。 

○町長（喜井知己） 

 令和元年第３回定例会の閉会にあたり一言ごあいさつを申し上げます。本定例会は９月

５日から本日までの１４日間にわたって開催をいただいたところであります。９月５日、

初日には、こども園、地域保育所の保育料について国の制度に基づいて１０月から原則無

償化する等の条例改正７件、その他一般会計及び５つの特別会計の補正予算等初日は議案

１３件を全て原案どおり可決していただきました。また１１日の一般質問では、５名の議

員からご質問をいただきました鹿追の観光振興、病院運営、農村地区の光回線の整備、歯

科医院の問題等々、いずれも重要な課題でありましてさまざまな角度から検討し、必要に

応じて財源等を含めて議会のご意見を伺いながら進めてまいりたいというふうに考えてお

ります。さらに１６日には、平成３０年度各会計決算審査特別委員会が休日議会として開

催をされ、先ほどの本会議におきまして全会計について認定をいただきました。各会計通

じて、委員の皆さまから貴重なご意見、そしてご指導をいただきました。町が取り組んで
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いる各種事業についての今後のあり方、さらには目標管理、今ほどもお話をいただいたと

ころでありますけれども、これについてしっかり行なっていくべきとのご指摘等もござい

ました。これらのことをしっかりと受け止め、真しに対応をしてまいりたいというふうに

考えております。決算委員会のあいさつの中でも申し上げましたけれども、基幹産業の農

業、子育て支援、福祉、医療、介護、教育、観光等々行政全般について課題はもちろんた

くさんあります。本定例会でいただいたご指摘、ご指導等、肝に銘じ今年度、あるいは来

年度以降の予算執行にしっかりと反映すべく努力を重ねていきたいというふうに思います。

今後とも町民各層の声をしっかり受け止め、また議会の皆さまとしっかりとコミュニケー

ションを取りながら町政を進めてまいりたいと考えておりますので、引き続きご指導賜り

ますようお願いを申し上げまして定例会閉会にあたってのごあいさつといたします。大変

ありがとうございました。 

○議長（吉田稔） 

 これで会議を閉じます。令和元年第３回鹿追町議会定例会を閉会します。 

閉会 １１時０９分 

 


